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川
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に
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け
る
土
地
に
対
す
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支
配
関
係
(
以
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、
以
下
次
号
)

は
し
が
き
i
1
1
問
題
の
提
起

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
は
、

ど
う
い
う
法
的
意
味
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
評
価
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
な
か
な
か
困
難

な
法
的
課
題
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
明
治
初
年
の
土
地
に
対
す
る
所
有
権
は
、
私
的
所
有
権
と
し
て
一
般
的
に
理
解
さ
れ

τい
る
と

い
い
う
る
。

2
-
司
、
道
、

手

れ

カ

こ
こ
で
私
的
所
有
権
と
い
う
法
的
意
味
は
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
私
的
所
有
権
H
近
代
的
所
有
権
と
い
う
法
的

意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
法
的
課
題
を
明
確
に
す
る
た
め
の

手
が
か
り
と
し
て
、
明
治
初
年
の
地
券
制
度
が
有
力
な
素
材
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
明
治
初
年
の
地
券
制
度
が
、
現

実
に
ど
う
い
う
法
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
点
の
解
明
と
結
び
つ
い
て
、
そ
の
な
か
で
確
認
せ
ら
れ
た
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格

の
把
握
と
い
う
方
向
に
お
い
て
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
意
味
を
正
確
に
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
、
問
題
設
定
を
可
能
に
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
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こ
れ
ま
で
明
治
初
年
に
お
け
る
地
券
制
度
の
研
究
は
、

そ
れ
自
体
多
様
な
意
味
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
明
治
維
新
以
後

の
土
地
立
法
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
土
地
に
対
す
る
所
有
権
の
法
的
性
格
を
解
明
す
る
と
い
う
視
点
で
な
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
い

う
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
券
制
度
の
研
究
は
、
主
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
視
点
で
な
さ
れ
て
き
た
と
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
明

治
初
年
の
地
租
改
正
の
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
地
券
制
度
を
研
究
す
る
と
い
う
視
点
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、

山
田
盛
太
郎
氏
は

「
日
本
資
本
主
義
分
析
』
(
岩
波
書
庖

一
九
三
四
年
二
月
)
の
な
か
で
、
『
明
治
政
府
の
地
租
改
正
基
調
に
よ
る
土
地
所
有
(
二

剰
余
労
働

徴
収
)
の
性
質
規
定
』
を
問
題
に
さ
れ
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
地
租
改
正
(
明
治
六
年
)
は
、
軍
事
的
半
農
奴
制
的
型
創
出
上
の
基
本
的
な
一
過
程
と
し
て
、
そ
の
基
底
に
つ
い
て
、
土
地
所
有
諸
関
係
に
お
け

る
一
応
の
再
編
成
を
構
成
す
る
。
即
ち
、
旧
幕
藩
を
基
調
と
す
る
純
粋
封
建
的
土
地
所
有
組
織
H
零
細
耕
作
農
奴
経
済
か
ら
軍
事
的
半
農
奴
制
的
保
塁

を
も
っ
半
封
建
的
土
地
所
有
制
H
半
農
奴
制
的
農
耕
へ
の
編
成
替
へ
を
』
(
向
上
一
八
四
パ
ー
ジ
)

と
さ
れ
、

さ
ら
に
こ
の
点
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
、
強
力
(
経
済
外
的
強
制
)
と
そ
の
相
関
に
依
拠
す
る
三
層
の
従
属
規
定
に
よ
っ
て
具
現

さ
れ
た
土
地
所
有
の
性
格
か
ら
、

こ
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
抽
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
か
く
し
て
確
得
さ
れ
え
た
二
層
の
従
属
規
定
を
も
っ
と
こ
ろ
の
こ
の
土
地
所
有
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
所
有
で
は
な
く
、
半
封
建
的
寄
生
地
主
的

特
質
の
半
封
建
的
土
地
所
有
で
あ
る
』
(
向
上
一
九
一
一
一
パ
ー
ジ
)

と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
山
田
盛
太
郎
氏
は
、

明
治
初
年
の
土
地
所
有
の
経
済
的
範
障
を
、

こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
平

野
義
太
郎
氏
は
『
日
本
資
本
主
義
社
会
の
機
構
』

(
岩
波
書
広

一
九
三
四
年
四
月
・
改
版
一
九
四
八
年
一

O
月
)
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
明
治
維
新
に
お
け
る
土
地
の
自
由
な
所
有
の
確
認
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
〔
農
業
の
小
規
模
経
営
に
と
っ
て
の
最
も
順
当
な
土
地

所
有
形
態
|
|
筆
者
〕
を
法
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
か
る
小
規
模
農
業
生
産
様
式
に
不
完
全
な
が
ら
発
達
の
道
を
ひ
ら
き
、
直
接
生
産
者
に
対

L



て
、
自
己
労
働
の
生
産
物
を
所
有
さ
せ
る
重
要
条
件
を
附
与
し
、
し
た
が
っ
て
、
徳
川
時
代
に
隷
属
関
係
の
下
に
置
か
れ
た
平
百
姓
を
し
て
、
わ
ず
か
な

り
と
も
人
格
的
独
立
の
発
達
の
基
礎
を
あ
た
え
、
叉
、
農
業
そ
れ
自
身
の
発
達
に
対
し
て
も
必
要
経
過
を
つ
く
り
あ
た
え
た
か
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
封
建
的
土
地
領
有
の
解
体
か
ら
生
じ
た
か
か
る
零
細
農
土
地
所
有
形
態
も
、
す
で
に
述
べ
た
明
治
変
革
の
特
質
、
な
ら
び
に
資
本
の

問
形
的
本
源
的
蓄
積
の
事
情
の
下
に
依
然
と
し
て
存
続
せ
し
め
ら
れ
た
、
ア
ジ
ア
的
に
お
く
れ
た
封
建
的
小
規
模
農
業
生
産
様
式
の
下
に
支
配
せ
ら
れ

る
か
、
ぎ
り
で
は
、
な
お
ま
た
こ
れ
か
ら
決
定
さ
れ
る
特
質
を
荷
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
で
、
結
局
、
零
細
農
に
課
せ
ら
れ
た
種
々
の
困
難
な
条
件

は
、
維
新
に
よ
り
土
地
を
受
け
と
っ
た
農
民
の
生
活
状
態
を
改
善
す
る
と
こ
る
と
は
な
ら
ず
、
か
へ
っ
て
か
れ
ら
を
借
金
隷
農
に
陥
れ
た
』
（
向
上
四

九
J
五
O
パ
ー
ジ
）

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
明
治
維
新
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
土
地
所
有
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
現
実
の
農
業
生
産
に
と
っ
て
、

ど
の
よ
う

な
経
済
的
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
経
済
的
範
幡
町
と
し
て
の
土
地
所
有
に
つ
い
て
、
論
述
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

土
地
所
有
に
対
す
る
経
済
的
範
時
把
握
の
前
提
に
立
っ
て
、
平
野
義
太
郎
氏
は
『
日
木
資
本
主
義
社
会
と
法
律
』

（
理
論
社

一
九
五
五
年

一
O
月
）
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
ぎ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
こ
の
よ
う
な
土
地
「
改
正
」
に
よ
る
、
土
地
所
有
の
私
有
財
産
権
的
法
形
態
の
確
立
は
、
し
た
が
っ
て
単
に
、
半
封
建
的
地
主
の
所
有
権
形
態
附

与
で
あ
っ
て
、
こ
の
形
態
の
附
与
は
土
地
所
有
の
内
容
た
る
こ
の
閣
の
半
封
建
的
隷
役
様
式
の
止
揚
も
、
事
も
、
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

こ
の
商
品
的
形
態
の
追
加
は
、
資
本
に
よ
る
収
奪
を
強
め
る
と
共
に
、
ま
た
生
産
過
程
に
お
け
る
半
封
建
的
関
係
を
も
権
保
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
半

隷
農
的
且
関
川
内
に
加
え
る
こ
の
二
重
の
重
力
』
（
向
上
一
一
一
一
六
J
一
一
一
一
七
パ
ー
ク
）

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
平
野
義
太
郎
氏
は
当
時
に
お
け
る
日
本
の
農
業
生
産
が
守
資
本
の
崎
形
的
本
源
的
蓄
積
」
と
い
う

事
情
と
、
そ
の
政
治
的
要
求
の
現
実
に
よ
っ
て
、
私
的
土
地
所
有
権
は
近
代
的
土
地
所
有
権
H
資
本
主
義
的
土
地
所
有
権
と
し
て
の
法
的

確
認
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
山
田
盛
太
郎
氏
や
平
野
義
太
郎
氏
は
、

明
治
維
新
以
後
の
土
地
立

法
に
よ
っ
て
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
法
史
的
事
実
に
対
し
て
、

」
の
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
が
、
近

明
治
初
年
の
士
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
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明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一五

O

代
的
土
地
所
有
権
的
な
法
的
外
日
比
性
に
も
か
か
わ
ら
、
ず
、

そ
の
内
容
の
分
析
に
よ
っ
て
近
代
的
土
地
所
有
権
H
資
本
主
義
的
土
地
所
有
権

と
し
て
の
法
的
性
格
を
、

み
に
ま
と
っ
た
も
の
と
は
な
さ
れ
え
な
い
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
視
点
は
、
地
租
改
正
そ
の
も
の
の
研
究
の
た
め
で
は
な
く
、

地
租
改
正
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
ア
た
租
税
制
度
が
、

近
代
的
租
税
制
度
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
究
明
を
な
し
て
い
く
た
め
に
、

立
さ
れ
た
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
r

が
、
近
代
的
土
地
所
有
権
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
討
究
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
地
券
制
度
に
よ
っ
て
確

た
と
え
ば
平
野

義
太
郎
氏
は

τ
日
木
資
本
主
義
社
会
の
機
構
」

(
岩
波
書
広

一
九
三
四
年
四
月
)
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

』

4
'
E

V

チ
d

わ
ち

守
新
地
租
が
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
の
強
力
な
横
粁
と
し
て
の
近
代
的
租
税
形
態
に
転
わ
せ
る
、
か
か
る
近
代
的
租
税
砂
借
こ
そ
、
旧
貢
租
の
性
質

上
に
、
搾
取
を
「
追
化
的
に
加
重
化
」
ず
る
要
因
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
砂
静
卦
わ
そ
の
こ
と
だ
け
に
よ
っ
て
は
、
地
租
の
木
質
た
る
封
建
的

一
一
只
租
の
性
質
を
蒸
日
汁
し
』
(
向
上
二
八

O
ベ
1
1
j
)

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
平
野
義
太
郎
氏
は
『
日
木
資
本
主
義
社
会
の
機
構
』
(
岩
波
書
応

一
九
三
四
年
四
月
)

の
な
か
で
、
地
租
改
正
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
租
税
制
度
が
、
近
代
的
租
税
制
度
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
の
封
建
的
貢
粗
制
度

の
継
承
で
あ
る
か
と
い
う
と
と
が
問
題
で
は
な
く
、

『
地
租
が
も
っ
貢
租
と
し
て
の
本
質
的
継
承
が
い
か
に
政
治
的
支
配
形
態
・
そ
の
機

構
を
特
徴
、
ず
け
た
か
』

(
向
上
二
七
九
パ
ー
ク
)
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

第
三
の
研
究
の
視
点
は
、
永
小
作
権
の
法
的
性
格
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
分
割
所
有
権
に
お
け
る
上
級
所
有
権
と
下
級
所
有
権
と
の

関
係
か
ら
、
上
級
所
有
権
が
私
的
所
有
権
に
転
化
し
た
こ
と
を
、
明
確
に
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
の
研
究
で
あ
る
と
指
摘
し
う
る
。
末
弘

厳
太
郎
博
士
は
ア
物
権
法
』

〈
上
巻
・
有
斐
閣

一
九
二
一
年
一

O
月
)
の
な
か
で
、
永
小
作
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に



述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
現
存
ノ
、
水
小
作
権
川
大
体
エ
一
於
テ
寧
ロ
旧
時
代
ノ
遺
物
ナ
リ
ト
考
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ト
思
フ
、
其
起
因
ヲ

1
l主
ト
ツ
テ
帝
国
農
会
編
本
邦
小
作
慣
行

ニ
依
リ
テ
調
へ
テ
見
ル
ト
大
多
数
ハ
開
墾
乃
至
土
地
改
良
ニ
起
因
シ
テ
居
ル
即
チ
今
日
地
主
ニ
栴
当
ス
ル
人
ガ
荒
蕪
地
ヲ
払
下
テ
開
墾
ノ
許
可
ヲ
受

ヶ
、
之
ニ
農
民
ヲ
招
地
シ
テ
開
墾
サ
セ
タ
ル
上
、
其
ノ
対
価
ト
ジ
テ
、
氷
小
作
ヲ
ス
ル
権
利
ヲ
認
メ
タ
例
カ
極
メ
テ
多
ィ
、
其
開
墾
ニ
付
テ
小
作
人
ガ
多

大
ノ
犠
牲
ヲ
払
ヅ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヵ
、
其
権
利
ノ
永
代
小
作
タ
ル
根
拠
デ
今
日
ノ
如
ク
単
ナ
ル
他
物
権
ト
ツ
テ
扱
プ
コ
ト
ハ
多
ク
ノ
場
合
極
メ
テ
不
当

デ
ア
ル
、
又
地
主
ハ
金
融
ノ
必
要
上
、
或
ハ
土
地
所
有
権
ヲ
他
人
エ
売
ツ
テ
、
永
小
作
ス
ル
権
利
ダ
ケ
ヲ
自
分
一
一
留
保
ジ
、
叉
或
ハ
永
小
作
ス
ル
権
利

ダ
ケ
ブ
他
人
ニ
売
ツ
テ
自
分
ラ
加
治
子
米
収
得
権
者
ト
ナ
ル
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ヲ
シ
タ
｜
｜
之
ガ
永
小
作
権
ノ
起
源
デ
、
寺
領
地
ニ
耕
作
ス
ル
タ
メ
永
小
作

ス
ヘ
キ
権
利
ヲ
附
与
シ
タ
例
モ
少
ク
ナ
ィ
、
要
ス
ル
ニ
現
存
ノ
永
小
作
ノ
大
多
数
ハ
維
新
以
前
ユ
端
ヲ
発
シ
且
本
来
ハ
分
割
所
有
権
ニ
於
ケ
ル
下
級
所

有
権
ノ
性
質
ヲ
有
シ
タ
モ
ノ
ノ
ヤ
ウ
ユ
忠
ハ
レ
ル
、
然
ル
ニ
維
新
後
日
一
之
ヲ
単
ナ
ル
用
益
物
権
ト
シ
テ
取
扱
フ
ニ
至
ツ
タ
コ
ト
ハ
極
メ
テ
大
ナ
ル
過
失

J

ア
ア
ル
』

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
末
弘
厳
太
郎
博
士
は
現
行
法
上
土
地
所
有
権
と
永
小
作
権
と
の
区
別
は
、
観
念
上
極
め
て
明
由
な
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
実
際
上
は
維
新
前
か
ら
伝
来
し
て
居
る
種
々
の
権
利
で
、
現
在
｜
｜
土
地
台
帳
・
不
動
産
登
記
簿
等
に
於
け
る
名
儀
に

は
関
係
な
く
、
実
質
上
｜
｜
そ
れ
が
果
し
て
土
地
所
有
権
な
り
や
、
永
小
作
権
な
り
や
不
明
の
も
の
が
少
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
弁
上
和
夫
氏
は
「
藩
法
幕
府
法
と
維
新
法
』
（
巌
南
堂
書
店

一
九
四
O
年
七
月
）
の
な
か
で
、
維
新
前
の
各
地
の
土
地
制
度
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
維
新
前
各
地
で
行
な
わ
れ
た
土
地
制
度
と
現
今
の
土
地
制
度
と
の
聞
に
は
根
本
的
に
差
異
の
あ
る
場
合
が
稀
で
な
い
。
例
へ
ば
土
佐
に
於
け
る
本

田
の
加
治
子
米
権
利
者
は

l
i外
見
上
今
日
の
所
有
者
に
似
て
居
る
け
れ
ど
も
実
は
｜
｜
土
地
の
負
担
権
利
者
に
週
ぎ
な
い
。
加
治
子
米
を
納
め
て
居

る
耕
作
権
者
が
真
の
所
有
者
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
土
佐
に
於
け
る
新
田
の
加
治
子
米
権
利
者
は
分
割
所
有
権
に
於
け
る
上
級
所
有
者
に
過
ぎ
ず
し

て
、
此
等
の
加
治
子
米
権
利
者
を
地
主
と
し
て
地
券
を
与
え
た
。
無
論
甘
パ
際
に
も
彼
れ
に
完
全
な
所
有
権
が
あ
る
も
の
と
し
た
訳
で
は
な
く
、
単
に
一

部
の
所
有
権
が
あ
る
に
場
き
ざ
る
も
の
と
な
し
た
の
で
あ
る
』
（
向
上
下
巻
二
八
四
パ
ー
ジ
）

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

五

と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
明
治
維
新
以
後
、

と
く
に
地
租
改
正
の
問
題
と
結
び
つ
い
て
、

」
れ
ま
で
の
加
治
子
米
権
利
者
で
あ
る
地
主

を
、
真
の
所
有
権
者
と
な
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
明
治
民
法
に
お
い
て
は
、

」
れ
ま
で
土
地
に
対
す
る
真
の
所
有
者
で
あ
っ
た
か
、

ま
た
わ
す
く
な
く
と
も
下
級
所
有
権
者
で
あ
っ
た
永
小
作
権
の
存
続
期
間
を
僅
か
に
五
十
年
に
限
定
じ
、
地
主
の
権
利
を
定
全
に
所
有
権

と
し
て
保
護
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
井
上
和
夫
氏
は
「
藩
法
幕
府
法
と
維
新
法
」

(
巌
南
堂
書
広

一
九
四

O
年
七

月
)
の
な
か
で

地
券
制
度
の
問
題
に
ふ
れ
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

叶
尤
も
地
券
渡
方
規
則
及
び
地
租
改
正
条
例
の
施
行
以
償
、
或
は
地
主
と
小
作
人
の
妥
協
に
依
っ
て
土
地
を
戎
る
部
分
に
分
割
し
た
例
も
あ
り
、
或

は
地
主
が
代
金
を
払
っ
て
水
小
作
権
を
寅
ひ
つ
ぶ
し
た
例
も
あ
り
、
叉
或
は
水
小
作
人
が
地
主
の
一
権
利
を
買
い
つ
ぶ
し
て
仕
舞
っ
た
例
も
あ
る
。
…
川
し

て
其
れ
等
は
無
論
其
億
で
差
支
い
な
け
れ
ど
も
、
然
ら
ず
し
て
役
人
の
誤
解
に
因
り
叉
は
維
新
以
来
の
法
律
思
想
の
変
遷
に
因
っ
て
法
律
上
自
然
に
分

割
所
有
者
|
|
叉
は
単
な
る
土
地
負
担
権
利
者
ー
ー
か
ら
完
全
な
所
有
者
に
成
り
上
っ
た
者
、
及
び
分
割
所
有
者
1

1
又
は
真
の
所
有
者
1

1
ー
か
ら
単

な
る
他
物
権
者
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
仕
舞
っ
た
者
は
、
今
日
公
簿
上
の
名
儀
如
何
に
関
係
な
〈
、
総
て
本
来
の
地
位
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
叉
は
引
き
上

げ
ら
れ
る
正
当
の
義
務
と
権
利
が
あ
る
と
謂
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
、
土
佐
旧
落
主
山
内
家
が
民
法
施
行
後
と
錐
も
、
永
小
作
地
の
収
用
に
依
っ
て
受

く
べ
き
補
償
企
額
の
七
分
を
不
小
作
人
に
与
え
て
居
る
の
は
、
一
冗
来
地
主
の
権
利
と
永
小
作
人
の
権
利
と
分
割
所
有
権
的
関
係
に
立
っ
て
居
た
と
い
う

沿
革
的
見
地
か
ら
極
め
て
至
当
な
処
分
で
あ
っ
た
』
(
向
上
下
巻
二
八
五
ペ
ー
ジ
)

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

さ
ら
に

『
「
上
土
」
権
は
如
何
な
る
本
質
を
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
法
の
観
念
を
以
て

L
て
は
説
明
し
難
い
点
も
多
々
あ
る
が
、
末
弘
厳
太
郎
博

土
は
其
著
「
物
権
法
」
に
於
て
、
例
へ
ぽ
他
人
に
属
す
る
湿
地
其
の
他
の
荒
蕪
地
に
地
上
げ
を
な
し
開
墾
し
て
畑
地
と
な
し
た
よ
う
な
場
合
に
、
之
を

上
土
権
と
名
付
け
、
地
盤
の
所
有
権
は
地
主
に
あ
る
も
、
地
表
の
所
有
権
は
小
作
に
あ
り
、
古
来
自
由
に
其
上
士
の
み
を
売
買
し
、
地
主
も
之
を
承
認

し
来
た
る
事
実
が
あ
っ
た
。
必
げ
ド
所
謂
「
主
土
」
は
地
上
に
置
か
れ
た
土
壌
其
の
も
の
を
指
ず
か
又
は
間
開
墾
に
基
く
小
作
人
の
物
権
的
権
利
を
実
わ
す

た
め
に
思
想
的
象
徴
に
過
ぎ
な
い
か
は
、
加
熱
論
大
い
に
疑
問
で
あ
る
け
れ
で
も
、
他
人
の
土
地
の
卜
J
L
土
壌
が
一
有
す
る
こ
と
が
何
等
不
合
理
な
し
に
考

え
ら
れ
て
居
た
こ
と
だ
け
は
之
を
推
知
で
き
る
」
(
同
上
下
巻
二
八
七
ペ
ー
ジ
)



と
さ
れ
た
。
明
治
民
法
に
お
い
て
は
土
地
に
対
す
る
支
配
権
を
上
下
に
分
割
す
る
こ
と
は
認
め
て
い
な
い
。
末
弘
厳
太
郎
博
士
は
『
物
権

法』

〈
有
斐
閣

一
九
二
一
年
一

O
月
)
の
な
か
で
、

ロ
ー
マ
法
的
な
所
有
権
理
論
1

1

一
物
一
権
主
義
ー
!
に
も
と
ず
い
て
、

」
の
『
上

土
』
が
土
地
に
附
合
し
、
土
地
に
対
ず
る
所
有
権
と
し
て
の
権
利
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

や
む
な
く
、
氷
小
作

権
ま
た
は
地
上
権
と
し
て
こ
れ
を
保
護
し
た
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
永
小
作
権
を
単
な
る
土
地
使
用
権
と
し
て
の
み
観
念
し
、

そ
の
特
殊
的

な
起
源
や
性
格
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
立
法
論
と
し
て
も
、
解
釈
論
と
し
も
適
当
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
井
ト
ム
和
夫
氏
は
土
佐
藩
で
の
慣
行
を
資
料
に
も
と
づ
い
て
検
討
さ
れ
た
結
果
を
「
藩
法
幕
府
法
と
維
新
法
』

(
巌
南
堂
書
広

一
九
四
O

年
七
月
)
の
な
か
で

っ
き
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
土
藩
に
関
す
る
限
り
、
自
分
は
「
上
士
」
権
は
表
皮
た
る
土
壌
の
所
有
権
で
も
な
け
れ
ば
昔
の
土
地
に
上
土
と
下
土
と
の
分
有
乃
至
分
割
的
所
有

権
、
が
認
め
ら
れ
て
居
た
も
の
で
も
な
い
と
思
う
。
寧
ろ
自
分
は
上
土
は
所
有
権
で
は
な
く
し
て
、
制
限
的
な
用
益
物
権
に
近
き
も
の
と
考
へ
た
い
。
尤

も
其
権
利
の
内
容
は
現
行
法
に
認
め
ら
る
L
他
物
権
の
如
き
も
の
と
は
考
え
な
い
。
し
て
看
る
と
余
程
難
解
と
な
っ
て
来
る
が
、
土
地
の
所
有
権
も
現

代
法
の
観
念
と
は
非
常
に
異
っ
て
居
る
の
で
、
要
は
法
律
思
想
を
異
に
す
る
結
果
に
外
な
ら
ぬ
』
(
同
上
下
巻
二
八
八
ペ
ー
ジ
)

こ
れ
ま
で
概
説
し
た
視
点
か
ら
の
、

い
づ
れ
の
研
究
に
あ
っ
て
も
、
明
治
維
新
以
後
の
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
に
対
し
て
、

一
定

の
法
的
性
格
を
附
与
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
共
通
の
課
題
を
提
起
し
℃
い
る
。
だ
が
、

こ
の
場
合
、
明
治
維
新
以
後
の
土
地
所
有
権
の

法
的
性
格
の
附
与
は

こ
う
し
た
研
究
上
の
要
求
に
も
と
づ
い
て
、
法
制
的
な
法
形
式
か
ら
な
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
法
学
上
の
課

題
は
明
治
初
年
の
地
券
交
付
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
土
地
所
有
権
が
、

ど
う
い
う
法
的
性
格
を
実
際
に
も
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

こ
れ
ま
で
概
説
し
た
研
究
の
い
づ
れ
に
あ
っ
て
も
、
単
に
法
制
的
な
法
形
式
上
の
分
析
か
ら
、
土
地
所
有
権
に

一
定
の
法
的
性
格
を
附
与
す
る
だ
け
で
は
、
問
問
曜
の
解
決
と
は
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
引
用
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う

に
、
明
治
初
年
の
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
法
的
性
格
に
対
す
る
研
究
は
、
少
な
く
と
も
法
学
上
の
課
題
と
し
て
は
取
扱
わ
れ
て
い

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
五
回

な
い
。
ま
し
て
近
代
的
所
有
権
の
研
究
と
い
う
視
角
か
ら
の
根
本
的
研
究
と
い
う
視
角
に
た
っ
て
、

な
さ
れ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。

平
野
義
太
郎
氏
は
櫛
田
民
蔵
氏
が
「
近
代
的
土
地
所
有
」
の
「
近
代
的
」
を
資
本
制
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
所
有
と
区
別
し
、

『
「
近
代
的
」

は
平
均
利
潤
の
支
配
下
に
あ
る
土
地
の
所
有
の
意
に
非
ず
、
単
に
土
地
商
品
化
の
意
』

(
櫛
田
民
蔵
全
集
第
三
巻

三
三
三
ペ
ー
ジ
)
と
な
す

見
解
を
批
判
L
、

「
マ
ル
ク
・
ス
に
あ
っ
て
は
「
土
地
所
有
の
近
代
的
形
態
」
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
所
有
で
あ
り
、
土
地
所
有
の
資
本
主

義
的
形
態
で
あ
っ
て
、
櫛
田
氏
の
近
代
的
土
地
所
有
と
資
本
主
義
的
土
地
所
有
を
区
別
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
』

(
農
業
問
題
と
土
地
変
革

一一
3Eggs

、
二
一
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
平
野
義
太
郎
氏
は
経
済
的
範
障
と
し
て
の
近
代
的
土
地
所
有
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、

そ
れ
は
資
本
主
義
的
土
地
所
有
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

K
・
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
」
に
立
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
の
い
た
ず
ら
な
混
乱
を
さ
け
る
た
め
に
、
近
代
的
土
地
所
有
権
は
な
に
を
意
味
し
、
な
に
を
指
称
す
る
か
を
確
定
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

K
・
マ
ル
ク
ス
の
見
解
を
み
て
お
こ
う
。

K
・
マ
ル
ク
ス
は
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
資
本
家
的
生
産
様
式
を
前
提
と
す
れ
ば
、
資
本
家
は
生
産
の
た
ん
に
不
可
紋
な
役
員
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
支
配
的
な
役
員
で
あ
る
。
そ
れ
に

反
し
て
土
地
所
有
者
は
、
こ
の
生
産
様
式
に
お
い
て
は
、
ま
っ
た
く
無
用
の
も
の
で
あ
る
。

j
i
-
-
-
土
地
所
有
者
は
古
代
お
よ
び
中
世
の
世
界
で
は
生

産
の
本
質
的
な
役
員
で
あ
っ
た
が
、
工
業
的
世
界
で
は
無
用
の
療
で
あ
る
』
(
向
上
二

O
八
ペ
ー
ジ
)

と
い
い
、
そ
れ
ゆ
え
に
資
本
家
は
土
地
所
有
の
廃
止
を
慾
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

『
じ
っ
さ
い
に
は
そ
の
勇
気
が
か
け
て
い
え
な
ぜ
な
ら
ひ
と
つ
の
所
有
形
態

i
l労
働
諸
条
件
に
た
い
す
る
私
的
所
有
の
ひ
と
つ
の
形
態

i
lに

た
い
す
る
攻
撃
は
、
他
の
形
態
に
た
い
し
て
き
わ
め
て
危
険
な
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。
そ
の
う
え
守
ブ
ル
ジ
ョ
ア
は
み
ず
か
ら
も
土
地
を
領
有
し

て
い
る
』
(
同
上
二

O
八
ペ
ー
ジ
)

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
マ
ル
ク
ス
は
資
本
主
義
社
会
で
な
ぜ
土
地
所
有
が
廃
止
さ
れ
え
な
い
か
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



そ
れ
は
レ

I
ニ
ン
が
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
木
主
義
の
発
達
』

(レ
I
ニ
ン
全
集
第
二
ニ
巻
〉
の
な
か
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

『
い
っ

さ
い
の
私
的
所
有
に
対
す
る
社
会
主
義
的
攻
撃
の
危
険
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
的
変
革
の
危
険
を
顧
慮
す
る
こ
と
』

〈
向
上
ご
一
四
ベ
l

ジ
)
と
『
階
級
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
広
汎
に
大
規
模
に
自
分
白
身
を
す
で
に
土
地
所
有
と
結
び
つ
け
』

(
向
上
三
二
二
ペ
ー
ジ
)

て
い
る
こ
と
の
こ
つ
に
そ
の
原
因
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
大
内
力
教
授
は

『
地
代
と
土
地
所
有
』

(
東
京
大
学
出
版
会

一
九
五
八

年一

O
月
〉
の
な
か
で

」の

K
・
マ
ル
ク
ス
の
見
解
を
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
こ
こ
で
は
K
・
マ
ル
ク
ス
は
、
ま
ず
土
地
は
す
で
に
封
建
社
会
な
い
し
そ
れ
以
前
か
ら
私
有
財
産
と
し
て
存
在
し
た
も
の
で
あ
り
、
資
本
主
義
社

会
は
そ
れ
を
歴
史
的
前
提
と
し
て
出
発
す
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
資
本
主
義
社
会
に
と
っ
て
は
土
地
所
有
は
「
無
用
の
癌
」
で
あ
り
、
な
く
も
が

な
の
で
あ
る
が
、
た
だ
右
の
よ
う
な
二
つ
の
条
件
、
な
か
ん
ず
く
私
有
財
産
制
度
が
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
は
土
地
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
ず
、
た
だ

そ
の
形
態
を
資
本
主
義
に
適
合
的
な
も
の
に
変
え
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う
の
が
マ
ル
ク
ス
の
理
解
な
の
で
あ
る
』
(
向
上
二
一
九
ペ
ー
ジ
)

と
ぎ
れ
て
い
る
。

K
・
マ
ル
ク
ス
は
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
の
な
か
で
、

『
じ
っ
さ
い
近
代
的
土
地
所
有
は
封
建
的
土
地
所
有
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
た
い
す
る
資
本
の
作
用
に
よ
っ
て
変
化
せ
し
め
ら
れ
、
し
た
が
っ

て
近
代
的
土
地
所
有
と
し
て
の
形
態
を
と
り
つ
つ
う
け
つ
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
資
本
家
的
生
産
の
結
果
で
あ
る
」
(
同
上
二
九
五
ベ
l
ヅ
)

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
資
本
論
』
の
な
か
で
も
、

つ
、
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

『
土
地
所
有
の
独
占
ば
、
何
ら
か
の
形
態
で
の
大
衆
の
搾
取
に
基
礎
を
お
く
す
べ
て
の
従
前
の
生
産
様
式
に
お
け
る
と
同
様
、
資
本
家
的
生
産
の
前

提
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
恒
常
的
基
礎
で
あ
る
。
し
か
し
当
初
の
資
本
家
的
生
産
様
式
が
み
い
だ
す
止
地
所
有
が
と
っ
て
い
る
形
態
は
、
そ
れ
に
適
合
し

て
い
な
い
。
そ
れ
に
適
合
す
る
形
態
は
、
農
業
が
資
本
の
も
と
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
の
生
産
様
式
自
体
の
手
で
つ
く

り
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
』
(
向
上
長
谷
部
文
雄
訳
資
本
論
二
一
八
六
八
ペ
ー
ジ
)

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

K
・
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
を
前
提
と
し
て
、
土
地
所
有
権
が
一
つ
の
法
的
権
利
と
し
て
存
在
す
る
か
、
ぎ
り
、
そ
れ
は

上
部
構
造
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
な
け
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
近
代
的
土
地
所
有
権
は
、
経
済
的
関
係
と
し
て
の
近
代

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
五
五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
五
六

的
土
地
所
有
H
資
本
主
義
的
土
地
所
有
を
反
映
す
る
法
的
権
利
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
う
し
た
経
済
的
関
係
を
法
的
に
反

映
す
る
も
の
と
し
て
、
概
念
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
近
代
的
土
地
所
有
権
は
私
的
(
資
本
主
義
的
)
土
地
所

有
権
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

近
代
的
土
地
所
有
権
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、

ま
ず
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
法
的
意
味
を
、
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
と
に
マ
ル
ク
ス
主
義
法
学
の
方
法
論
に
立
っ
て
、
近
代
的
土
地
所
有
権
を
科
学
的
に
、
厳
密
に
問
題
に
し
て
い
く
場
合
に
は
、

か
か
る

K
・
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
を
前
提
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
、

近
代
的
土
地
所
有
H
資
本
主
義
的
土
地
所
有
を
反
映
す
る
法
的
権
利
と
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
経

済
的
関
係
と
し
て
の
近
代
的
土
地
所
有
日
資
本
主
義
的
土
地
所
有
が
、
現
実
の
社
会
・
経
済
的
条
件
の
も
と
で
法
的
形
態
と
し
て
の
近
代

的
土
地
所
有
権
と
し
て
反
映
す
る
に
は
、
現
実
の
社
会
・
経
済
的
条
件
そ
の
も
の
が
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
と
し
て
充
全
的
に
展
開
し

て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
か
か
る
場
合
に
経
済
的
範
時
は
訟
的
範
時
に
照
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
実
の
社

会
・
経
済
的
条
件
、
が
資
本
主
義
的
生
産
関
係
と
し
て
成
熟
し
て
い
な
け
れ
ぽ
、
経
済
的
範
時
と
法
的
範
時
と
の
照
応
関
係
は
か
な
ら
、
ず
し

も
生
じ
え
な
い
。
こ
れ
は
具
体
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
法
制
度
と
し
て
の
土
地
所
有
権
が
、
現
実
の
一
社
会
・
経
済
的
条
件
の
も
と
で
、
屈
訴

し
た
反
映
会
な
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

土
地
所
有
権
が
近
代
的
土
地
所
有
権
と
し
て
の
法
的
意
味
と
法
的
性
格
を
も
っ
た

も
の
と
し
て
規
定
し
う
る
か
ど
う
か
は
、
農
業
生
産
に
お
い
て
も
ま
た
資
本
主
義
的
生
産
が
貫
徹
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
。

K
・
マ
ル
ク
ス
は
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
近
代
的
土
地
所
有
権
H

近
代
的
土
地
所
有
と
し
て
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
『
近
代
的
所
有
権
の
構
成
と
形
成
』

(
立
教
経
済
学
研
究
第
一
九
巻
=
一
号
、

一
九
六
五
年
三
一
月
)
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に

指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、



『
こ
れ
ま
で
明
治
維
新
以
後
の
土
地
関
係
に
た
い
す
る
、
一
連
の
新
法
令
を
概
観
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
検
討
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と

を
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ら
一
連
の
新
法
令
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
地
関
係
に
重
大
な
変
更
を
加
え
た
こ
と
。
そ
し
て
土
地
関
係
を
新
ら
し

い
社
会
に
適
応
し
た
も
の
と
し
て
再
編
し
て
い
く
法
的
措
置
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
る
こ
と
。
従
っ
て
、
明
治
維
新
以
後
の
政
治
権
力
H
明
治
政
府
の

政
治
的
企
図
に
よ
っ
て
、
土
地
関
係
に
し
め
さ
れ
た
土
地
所
有
の
社
会
的
役
割
、
が
、
具
体
的
に
機
能
さ
せ
ら
れ
て
い
く
こ
と
。
従
っ
て
「
地
租
改
正
条

例
」
に
よ
っ
て
、
法
制
度
的
に
確
定
さ
れ
た
土
地
所
有
権
が
近
代
的
土
地
所
有
権
と
し
て
の
法
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
の
検
討
は
、
こ
の
時
点
ま
で

の
法
令
的
解
釈
か
ら
は
充
分
に
果
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
』
(
向
上
二
二
J
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
)

と
。
こ
こ
で
は
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
の
解
明
の
た
め
に
は
、
明
治
初
年
の
土
地
立
法
そ
の
も
の
の
法
解
釈
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
農
業
生
産
白
体
が
ど
の
よ
う
な
社
会
・
経
済
的
条
件
に
現
実
に
お
か
れ
て
い
た
か
の
検
討
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

指
摘
を
な
し
た
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
現
実
の
土
地
関
係
に
お
け
る
変
化
は
、
農
業
生
産
自
体
の
変
化
を
客
観
的
土
台
と
し
て
生
ず
る

も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
も
こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
理
解
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
明
治

維
新
以
後
の
土
地
立
法
は
、
農
薬
に
お
け
る
商
品
H

貨
幣
経
済
の
進
展
と
い
う
現
笑
の
経
済
的
土
台
の
一
変
化
に
よ
っ
て
、

土
地
所
有
権
を

規
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

£
-oy
ミ
、

J7
カ

こ
こ
で
は

K
・
マ
ル
ク
ス
が
『
資
木
論
』
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
つ
ぎ
の
叙
述
を
注
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
農
村
人
口
が
都
市
人
口
を
数
的
に
大
い
に
凌
縛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
と
も
あ
れ
資
本
制
的
生
産
様
式
が
支
配
的
だ
と
し
て
も
、
そ

の
発
展
度
が
相
対
的
に
主
だ
低
く
、
し
た
が
っ
て
他
の
生
産
部
門
で
も
資
本
の
集
積
が
狭
い
限
界
内
で
運
動
し
て
資
木
分
影
が
優
勢
だ
と
い
う
こ
と
・
・

:
:
農
村
生
産
物
の
圧
倒
的
な
部
分
が
そ
の
生
産
者
た
る
農
民
自
身
に
よ
っ
て
直
接
生
活
維
持
手
段
と
し
て
消
費
さ
れ
、
そ
の
以
上
の
超
過
部
分
だ
け

が
商
品
と
し
て
都
市
と
の
取
引
に
は
い
っ
て
い
る
』
(
向
上
長
谷
部
支
雄
訳
一
一
三
三
ペ
ー
ジ
)

と
い
っ
た
状
態
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
な
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
農
業
生
産

が
資
本
主
義
的
生
産
と
し
て
展
開
し
え
な
い
条
件
の
も
と
で
は
、

土
地
に
対
す
る
分
割
的
土
地
所
有
が
存
在
す
る
と
い
う
客
観
的
条
件
を

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
五
七



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
五
八

も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
と
っ
て
は
、
土
地
立
法
に
よ
っ
て
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
を
促
進
さ
せ
る
と
い
明

治
政
府
の
政
策
的
企
図
を
実
現
さ
せ
る
要
求
が
、
法
制
的
に
反
映
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
法
の
相
対
的
独
自
性
|
|
こ
の
場
合
に
は
法
の

促
進
的
作
用
ー
ー
を
利
用
し
て
達
成
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

土
地
立
法
は
た
ん
に
農
業
生
産
の
も
つ
現
実
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
を
反
映
し
、
そ
れ
を
消
極
的
に
縦
持
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な

い
c

そ
れ
は
、

さ
ら
に
政
治
権
力
に
よ
っ
て
政
策
的
に
企
図
さ
れ
た
農
業
そ
の
も
の
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
指
向
さ
れ
る
農
業

生
産
を
実
現
す
る
と
い
う
積
極
的
な
法
的
機
能
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
土
地
立
法
自
体
の
も
つ
相
対
的
独
自
性
と
い
う
法

的
性
格
を
利
用
し
て
、
政
治
権
力
そ
の
も
の
を
強
固
じ
す
る
た
め
に
農
業
に
対
す
る
政
策
的
企
図
を
実
現
す
る
法
的
手
段
を
提
供
す
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
土
地
立
法
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割
な
の
で
あ
る
。
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
に
あ
た
え
ら
れ
た
私
的
土
地
所
有

権
と
い
う
抽
象
的
規
定
性
は
、

そ
れ
だ
け
で
土
地
所
有
権
の
具
体
的
な
内
容
と
意
味
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
農
業

生
産
に
お
け
る
政
治
権
力
が
ど
の
よ
う
な
土
地
関
係
の
あ
り
方
を
企
図
す
る
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
だ
が
明
治
維
新
以

後
の
土
地
立
法
で
確
認
さ
れ
た
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
を
問
題
と
す
る
場
合
に
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
取
扱
は
そ
の
条
文
的
表
現
の

も
つ
西
欧
的
な
法
律
思
想
に
も
と
ず
く
所
有
権
思
想
と
所
有
権
概
念
に
よ
っ
て
構
築
し
、
そ
こ
か
ら
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
を
把
握
す

る
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
に
過
、
ぎ
な
か
っ
た
c

こ
う
し
た
法
学
的
考
察
に
よ
れ
ば
近
代
的
所
有
権

l
l全
的
な
支
配
権
と
し
て
の

l
l

と
い
う
法
的
性
格
が
明
治
初
年
の
土
地
立
法
に
も
と
づ
く
土
地
所
有
権
に
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
明
治
初
年
の
土
地
所

有
権
に
対
し
て
近
代
的
土
地
所
有
権
と
し
て
の
法
的
性
格
が
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
を
結
果
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
明
治
初
年
の
土
地
所
有

権
は
近
代
的
土
地
所
有
権
だ
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、

そ
れ
は
た
ん
な
る
私
的
所
有
権
と
し
て
の
法
的
性
格
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
と
す
る

見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
た
し
か
に
明
治
初
年
の
土
地
立
法
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
法
認
は
こ
れ
ま
で
の



封
建
的
土
地
所
有
を
解
体
し
た
と
こ
ろ
の
土
地
所
有
の
法
認
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

」
の
こ
と
は
明
治
初
年
の
土
地

所
有
権
が
、

た
だ
ち
に
近
代
的
土
地
所
有
権
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
農
業
に
お
い
て
も
商
品
生
産
は
一
般
化

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、

ま
だ
農
業
生
産
自
体
は
資
本
主
義
的
土
地
所
有
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
経
済
的
形
態
を
と
っ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

明
治
政
府
は
自
己
の
政
治
権
力
を
う
ち
立
て
る
た
め
の
経
済
的
茎
盤
を
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
を
強
行
し
、

日
木
資
本
主
義
の
後
進
性

を
と
り
も
ど
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
企
図
し
た
。
こ
の
た
め
資
本
の
本
源
的
蓄
積
を
強
行
す
る
た
め
に
農
業
生
産
に
こ
れ
ま
で

の
半
封
建
的
諸
関
係
を
温
存
さ
せ
る
と
い
う
道
を
え
ら
ん
だ
。
こ
の
明
治
政
府
の
企
図
に
も
と
ず
い
て
農
業
生
産
に
一
あ
っ
て
は
、

従
dコ

て
、
土
地
関
係
に
あ
っ
て
は
、
寄
生
地
主
制
を
指
向
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
明
治
絶
対
主
義
が
寄
生
地
主
制
を
士
台
と
し
て
実
現
さ

れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
ば
農
業
生
産
の
も
つ
こ
の
社
会
・
経
梼
的
条
件
に
も
と
ず
い
て
私
的
所

有
権
と
し
て
法
認
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
土
地
闘
係
に
あ
っ
て
は
明
治
政
府
に
よ
る
土
地
立
法
に
上
っ
て
近
代
的
土
地
所
有
権
と
し

て
の
確
認
と
保
護
を
う
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
地
租
改
正
と
結
び
つ
く
土
地
所
有
権
の
確
認
の
意
味
・
内
容
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
白
と
な
る
@
そ
の
た
め
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
認
が
農
民
の
も
つ
現
実
的
な
経
済
的
関
係
の
改
善
の
た
め
に
役
立

て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
土
地
所
有
権
は
農
民
に
対
す
る
加
重
さ
れ
た
重
圧
を
あ
た
え
る
積
極
的
な
法
的
作
用
を
発
揮

し
う
る
も
の
と
し
て
法
体
制
上
で
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め

L
て
い
る
。
旧
民
法
|
↓
明
治
民
法
の
変
遷
を
通
じ
て
土
地
所
有
権
が

近
代
的
所
有
権
と
い
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
法
形
式
を
と
っ
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
村
に
お
け
る
寄
生
地
主
制
は
こ
の
土
地
所
有

権
に
よ
っ
て
強
く
保
護
さ
れ
る
と
い
う
法
的
機
能
を
も
つ
も
の
と
し
て
結
実
し
た
と
い
う
法
的
事
実
が
こ
れ
を
例
証
す
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
明
治
民
法
の
土
地
所
有
権
に
対
す
る
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
法
形
式
の
も
と
で
は
、
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
は
指
向

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
五
九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一六

O

さ
れ
ず
、

ま
た
現
実
に
な
し
と
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
農
業
生
産
に
現
実
に
し
め
さ
れ
る
諸
事
実
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
日
本

の
農
業
生
産
に
あ
っ
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
半
封
建
的
諸
関
係
は
温
存
さ
れ
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
を
強
行
し
う
る
土
地
に
対
す
る
寄

生
地
主
の
私
的
所
有
が
法
認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
所
有
の
法
的

表
現
で
あ
る
近
代
的
土
地
所
有
権
リ
私
的
(
資
本
主
義
的
)
土
地
所
有
権
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
論
述
で
明
治
初
年
の
士
地
所
有
権
の
法
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
、

二
つ
の
見
解
(
立
場
)
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
を
吟
味
す
る
こ
と
の
法
学
上
の
一
課
題
と
必
要
性
を

こ
と
に
な
る
。

一
つ
に
は
、

こ
の
二
つ
の
見
解
(
立
場
)
は
法
学
説
上
の
根
本
的
対
立
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
は

こ
の
法
学
説
上
の
論
争
は
た
ん
に
法
学
説
上
の
論
争
に
と
ど
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
資
本
主
義
の
発
展
の
評
価
を
め

ぐ
る
い
わ
ゆ
る
「
日
本
資
本
主
義
論
争
』
と
し
て
し
め
さ
れ
て
い
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
根
源
的
な
課
題
の
究
明
に
法
学
的
論
拠
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
明
治
初
年
の
土
地
立
法
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
、

ど

ち
ら
の
見
解
(
立
場
)
が
正
し
い
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
わ
た
し
の
論
稿
『
近
代
的
所
有
権
の
構
成
と
形
成
』
(
立
教

経
済
学
研
究
一
九
巻
三
号

t
二
O
巻
四
号
ハ
一
九
六
五
年
二
一
月
l
一
九
六
六
年
一
刀
》
〉

は
旧
民
法
と
明
治
民
法
の
所
有
権
規
定
に
し
め
さ
れ

た
法
的
性
格
の
究
明
を
な
す
た
め
の
素
描
的
考
察
で
あ
っ
た
と
い
ち
る
。
こ
の
論
稿
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
旧
民
法
や
明
治
民
法
の
所
有

権
規
定
の
一
般
的
な
意
味
・
内
存
合
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
た
め
、
十
一
地
に
対
す
る
所
有
権
の
法
的
性
格
を
い
ま
一
度
再
吟
味
し
て
み
る
こ

と
の
必
要
性
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
記
論
稿
(
近
代
的
所
有
権
の
構
成
と
形
成
)
で
は
土
地
所
有
住
自
体
の
充

分
な
究
明
と
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
G

そ
こ
で
こ
の
論
稿
で
は
、

」
う
し
た
視
点
に
た
っ
て
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
を

解
明
し
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
論
稿
の
法
学
的
課
題
を
な
し
て
い
る
。



徳
川
期
に
お
け
る
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
を
考
察
す
る
に
は
、

ま
ず
徳
川
期
に
お
け
る
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
こ
と
を
必

要
と
す
る
。
こ
れ
は
明
治
初
年
の
土
地
立
法
が
土
地
関
係
に
対
し
て
な
に
を
企
図
し
指
向
し
た
か
の
巨
視
的
理
解
を
可
能
に
す
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
徳
川
封
建
社
会
の
も
と
で
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
の
評
価
は
困
難

な
法
学
上
の
問
題
を
提
供
す
る
。
そ
れ
は
対
立
し
た
見
解
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
評
価
に
つ
い
て
の
対
立
す
る
見
解
は
、

土
地
に
対
す
る
所
有
（
領
有
）
の
権
利
が
封
建
法
の
も
と
で
支
配
者
た
る
領
主
に
み
と
め
ら
れ
た
の
か
、

被
支
配
者
で
あ
る
農
民
に
み
と

め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
と
し
て
論
争
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

」
う
し
た
視
点
か
ら
の
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
の
検
討
か
ら
は
、
近

代
的
所
有
権
と
は
原
理
的
に
異
る
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
を
、
近
代
的
所
有
概
念
に
た
っ
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

正
し
い
結
論
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
大
石
慎
三
郎
・
津
田
秀
夫
・
逆
井
孝
仁
・
山
本
弘
文
氏
の
共
著
に
よ
る
『
日
本
経
済

史
論
』

（
お
茶
の
水
書
房
一
九
六
五
年
一
一
月
）
は
徳
川
幕
藩
体
制
下
の
土
地
関
係
を
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
領
主
の
農
民
か
ら
の
貢
程
収
奪
は
体
制
的
に
は
全
剰
余
労
働
部
分
に
及
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
こ
の
領
主
の
農
民
よ
り
収
奪
の
根

拠
は
基
本
的
に
は
領
主
の
農
民
耕
作
地
に
対
す
る
所
有
権
に
基
ず
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
領
主
は
耕
地
に
対
し
て
所
有
権
を
も
ち
、
こ

の
所
有
権
と
占
有
権
と
に
基
ず
き
、
農
民
の
耕
地
で
の
労
働
の
成
果
は
、
そ
の
剰
余
労
働
部
分
は
領
主
に
属
し
、
必
要
労
働
部
分
は
農
民
に
属
す
る
と

い
っ
た
形
で
分
配
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
領
主
の
耕
地
に
対
す
る
権
利
を
所
有
権
と
呼
び
、
ま
た
農
民
の
耕
地
に
対
す
る
そ
れ
を

所
有
権
と
呼
び
二
方
を
領
主
的
土
地
所
有
二
方
を
農
民
的
土
地
所
有
と
呼
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
同
一
物
体
に
対
す
る
所
有
権
は
時
空
を

超
越
し
た
だ
一
つ
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
近
代
法
の
定
義
を
捨
て
て
、
同
一
物
体
に
対
す
る
所
有
権
が
重
層
し
て
い
る
歴
史
時
代
が
存
在
し

て
お
り
封
建
社
会
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
社
会
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
』
（
向
上
上
巻
六
四
！
六
五
ペ
ー
ジ
）

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一六



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一六

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
封
建
的
土
地
所
有
を
近
代
法
的
な
所
有
権
概
念
に
従
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る

L
、
ま

た
法
的
範
時
と
し
て
の
所
有
権
と
経
済
的
範
時
と
し
て
の
土
地
所
有
と
を
同
一
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
法
的
権
利
と
し

て
の
土
地
所
有
権
を
問
題
と
す
る
場
合
、
こ
と
に
封
建
的
土
地
所
有
を
問
題
に
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
近
代
的
所
有
権
と
は
異
る
、
法
的

怠
味
で
把
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
封
建
的
土
地
所
有
が
封
建
的
生
産
関
係
を
基
底
と
し
て
構
築
さ
れ
、

そ
れ
を
反
映
し
た
封
建

法
体
制
の
も
と
で
理
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
封
建
社
会
に
お
い
て
の
生
庫
・
再
生
産
は
、
そ
れ
を
個
別
的
に
み
て
も
全
社
会
的
に
み
て

も
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
よ
う
に
、
商
品
交
換
の
法
則
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
高
橋
幸
八
郎
氏
は
『
近
代
資
本

主
義
の
成
立
』

(
東
大
協
同
出
版
部
一
九
五

O
年
九
月
)
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
そ
の
意
味
で
直
接
的
《
ロ
ロ
B
x
g
g
R
V
の
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
。
封
建
的
支
配
・
所
有
は
、
総
じ
て
、
労
働
主
体
H
直
接
生
産
者
(
農
民
及

び
手
工
業
者
)
と
労
働
諸
条
件
と
の
結
合
の
上
に
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
直
接
」
関
係
は
、
特
殊
封
建
的
な
媒
介
契
機
と
し
て

の
強
制
・
隷
属
関
係
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
ず
、
生
産
手
段
の
事
実
上
の
所
有
者

C
ロ
8
5凹
m
g
E日
開
曲
目
封
建
的
土
地
保
存
者
∞

2
M
Q
R

た
る
農
民
か
ら
、
名
目
上
の
土
地
所
有
者
。

Z
H冊
目
問
自
己

B
2
H
封
建
的
土
地
所
有
者
た
る
領
主
が
、
余
剰
労
働
(
生
産
物
、
価
値
)
日
封
建
地
代

を
把
握
し
、
且
つ
、
そ
れ
を
不
断
に
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
直
接
生
産
者
に
対
す
る
何
ら
か
の
「
強
制
」
、
所
謂
「
経
済
外
の
強
制
」

2
8
2
0
E
g
g
z
n
v
R
N
d
q
g闘
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
強
制
の
形
態
は
、
も
と
よ
り
、
封
建
社
会
の
内
部
に
お
け
る
生
産
力
の
発
展
段
階
に
対
応

し
て
様
々
|
|
直
接
の
暴
力
H
怒
意
↓
身
分
・
慣
行
・
契
約
H
法
↓
封
建
的
生
産
関
係
を
「
所
有
権
」
秩
序
と
し
て
確
認
す
る
公
権
力
に
抽
象
化
さ
れ

る
ー
ー
で
あ
り
う
る
が
、
と
も
か
く
、
封
建
的
土
地
所
有
関
係
の
か
か
る
も
の
と
し
て
の
不
断
の
再
生
産
は
領
主
的
強
制
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い

る
』
(
向
上
回

l
五
ペ
ー
ジ
〉

と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
こ
う
し
た
『
経
済
外
的
強
制
』
は
土
地
関
係
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
法
制
的
規
制
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
か
ら
の
考
察
か
ら
始
め
よ
う
。

周
知
の
様
に
徳
川
封
建
社
会
の
も
と
で
は
、

土
地
(
農
地
)
の
永
代
売
買
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

」
れ
は
明
治
維
新
後
の
土
地
立
法
に



よ
っ
て
解
禁
さ
れ
る
ま
で
、
法
制
的
に
は
一
貫
し
て
生
き
て
い
た
。
こ
の
法
的
根
拠
と
し
て
は
一
六
四
三
年
(
寛
永
一
一

O
年
)
三
月
の
『
田

畑
禁
止
令
』
と
『
田
畑
、
氷
代
売
御
仕
置
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
六
四
三
年
(
寛
、
氷
二
O
年
)
口
一
月
に
代
官
宛
出
さ
れ
た
『
堤
川
除

普
請
其
外
在
方
取
扱
之
儀
-
一
一
付
御
書
付
』
(
徳
川
禁
ム
主
奇
第
四
秩
)
七
ケ
条
中
の
第
三
条
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
規
定
き
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
一
、
身
上
能
百
姓
ハ
田
畑
ヲ
買
取
弥
宜
成
、
身
体
不
成
者
ハ
田
畑
令
治
却
、
猶
々
身
上
不
可
成
之
問
、
向
後
田
畑
売
買
可
停
止
事
』

三
ペ
ー
ジ
〉

(
向
上
一
九

ま
た
同
年
同
月
農
民
宛
出
さ
れ
た
『
在
々
御
住
置
之
儀
ニ
付
御
書
付
』

(
徳
川
禁
令
考
第
五
秩
〉
十
七
ケ
条
の
な
か
の
第
十
三
条
に
は
つ
、
ぎ

の
よ
う
に
規
定
き
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

『
一
、
田
畑
永
代
売
買
仕
間
敷
事
』

(
河
上
二
三
九
ペ
ー
ジ
)

こ
の
こ
つ
の
禁
令
が
『
田
畑
、
氷
代
禁
止
令
』
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
日
付
は
『
徳
川
禁
令
考
』
に
よ
る
と
同
じ
く

一
六
四
三
年
(
寛
永
二
O
年
〉
一
ニ
月
と
な
っ
て
い
る
が

「
御
当
家
令
条
巻
第
二
三
』

(
近
世
法
制
史
叢
書
第
二
巻
二
七
八
号
・
二
七
九
号
、
資
料
)

に
よ
る
と
前
者
が
十
日
、
後
者
が
一
一
日
と
な
っ
て
い
る
。
代
官
宛
に
は
理
由
を
つ
け
一
日
先
に
触
れ
、
農
民
に
は
一
日
お
く
れ
た
だ
田

畑
永
代
売
買
仕
間
敷
事
と
の
み
触
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
一
六
四
三
年
〈
寛
、
氷
二

O
年
)
笑
未
ご
一
月
一
一
日
の
『
土
民
仕
置
覚
』

(踊

纂
日
本
財
政
経
済
史
料
第
二
巻

九
二

0
ペ
ー
ジ

大
蔵
省
財
政
経
済
学
会

大
正
一
一
年
七
月
)
の
な
か
に
も
『
一
回
畑
、
氷
代
之
売
買
仕
マ
ジ

キ
事
』
と
し
『
右
之
条
々
在
々
所
々
堅
グ
相
触
、
向
後
急
度
此
旨
守
候
様
ニ
、
常
々
入
ニ
念
ヲ
一
可
v
被
ニ
相
改
一
者
也
』
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
田
畑
永
代
売
買
が
停
止
さ
れ
た
の
は
理
由
と
じ
て
、
大
蔵
省
編
纂
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』

(
財
政
経
済
学
会
一
九
一
一
一
一
年
七
月
)

よ

る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
田
畑
永
代
売
御
停
止
ノ
事
(
地
方
活
法
一
一
一
)
永
代
売
田
畑
御
停
止
立
儀
者
、
家
康
公
様
御
治
世
ノ
節
ヨ
リ
御
旋
ト
云
へ
リ
、
金
銀
多
分
持
タ
ル
諸

浪
人
、
又
町
人
百
姓
ニ
限
ラ
ス
、
金
銭
ア
ル
ニ
任
セ
買
取
候
ハ
パ
、
壱
村
壱
郡
ヲ
モ
買
取
ベ
シ
、
然
ル
時
ハ
其
者
威
勢
強
ク
シ
テ
上
ヲ
思
ハ
ズ
、
一
挨

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一六



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

二
ハ
四

ヲ
起
ス
ベ
シ
、
国
郡
騒
動
ノ
種
ト
可
v
成
事
ヲ
御
考
察
ア
リ
、
其
上
其
身
不
如
意
ノ
百
姓
ハ
、

一
一
思
召
堅
ク
是
ヲ
御
停
止
ト
云
リ
。
』
(
向
上
第
二
巻
九
二
一
ペ
ー
ジ
)

代
々
所
持
ノ
田
畑
ニ
離
レ
テ
、
退
転
ス
ヘ
キ
儀
御
不
便

と
な
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
『
地
方
凡
例
録
』

(
巻
四
)
で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
永
代
売
買
之
事

田
畑
ヲ
永
タ
イ
ニ
売
渡
シ
テ
ハ
、
百
姓
家
督
-
一
離
レ
、
有
徳
成
百
姓
ハ
次
第
ニ
畑
多
ク
ナ
リ
、
小
百
姓
ハ
段
々
潰
レ
、
後
ハ
一
村
ノ
田
地
一
両
人
一
一

テ
所
持
イ
タ
シ
、
又
ハ
他
村
ノ
百
姓
ノ
モ
ノ
ト
ナ
ル
ニ
ツ
キ
、
大
猷
院
様
御
世
寛
永
二
十
末
年
、
自
今
売
買
厳
敷
制
禁
被
一
一
仰
出
一
若
密
-
一
回
畑
ナ
ガ
ク

売
渡
者
有
ν
之
、
於
v
及
一
一
露
顕
一
ハ
売
主
牢
舎
ノ
上
所
払
、
本
人
相
果
ル
ト
キ
ハ
子
同
罪
、
証
人
過
料
、
本
人
相
果
レ
パ
子
無
構
、
名
主
ノ
役
儀
取
放
シ

御
定
法
也
、
又
質
物
証
文
ニ
無
年
季
、
或
ハ
子
々
孫
々
迄
可
ν
致
ニ
名
目
ス
扱
マ
タ
ハ
可
ニ
昔
前
返
一
文
言
ナ
キ
質
地
、
扱
マ
タ
可
一
議
渡
一
由
緒
モ
ナ
キ
モ

ノ
ヘ
田
畑
譲
渡
シ
テ
礼
金
ト
リ
タ
ル
分
、
何
レ
モ
長
年
貢
-
一
准
ジ
、
御
仕
置
-
一
成
事
ナ
リ
』
(
滝
本
誠
一
日
本
経
済
大
典
第
四
三
巻
二

O
一
l

二
O
二
ペ
ー
ジ
)

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
田
畑
永
代
売
買
禁
止
を
確
保
す
る
た
め
に
、
御
仕
置
を
も
っ
て
規
制
し
た
。
す
な
わ
ち
一
六
四
三
年

(
寛
永
二

O
年
発
未
)
三
月
に
は
『
田
畑
永
代
売
買
並
隠
地
致
候
者
御
仕
置
』

(
徳
川
控
訴
令
考
第
五
秩
)
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、

『
一
、
売
主
牢
舎
之
上
追
放
、
本
人
死
侯
時
ハ
子
同
罪

一
、
買
主
過
怠
牢
、
本
人
死
候
時
ハ
子
同
罪
但
買
侯
田
畑
ハ
売
主
之
御
代
官
叉
ハ
地
頭
江
取
一
手
之
一

一
、
証
人
過
怠
牢
、
本
人
死
候
時
ハ
子
ニ
構
ナ
シ

一
、
質
ニ
取
候
者
作
リ
取
リ
ニ
シ
テ
質
ニ
置
一
候
モ
ノ
ヨ
リ
年
貢
相
勤
侯
得
ニ
永
代
売
買
同
前
之
御
仕
置
但
頼
納
買
ト
イ
フ

右
之
通
田
畑
永
代
売
停
止
之
旨
被
一
一
仰
出
一
候
但
百
姓
畑
山
林
之
外
開
発
、
新
田
叉
ハ
浪
人
侍
拒
之
田
地
売
侠
儀
無
v
構』

大
蔵
省
編
纂
日
本
財
政
経
済
史
料
第
二
巻
財
政
経
済
学
会
九
二
一
ぺ

l
夕
、
九
九
四
ペ
ー
ジ
)

(
向
上
二
四

0
ペ
ー
ジ
。

と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
田
畑
永
代
売
の
禁
止
は
刑
罰
的
強
制
を
伴
な
っ
て
、
支
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
両
法
令
は
一
七
四
四
年
(
延
享



一
万
年
)
に
若
干
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

田
畑
氷
代
売
、
弁
致
隠
地
候
モ
ノ
、
御
仕
置
之
事

延
享
元
年
極

一
回
畑
永
代
ニ
売
候
モ
ノ

同同

/ー一一一一一一叩¥

証加番
人判人
之
叱名過
リ主料
永役
代儀
売取
之上
田
畑
取
上

買
候
モ
ノ

従
ニ
ム
別
々
一
之
例

一
高
請
無
之
開
発
新
田
畑
等
其
外
浪
人
侍
所
持
之
田
畑

永
代
売
無
v
構

延
享
元
年
極

質
ニ
取
候
モ
ノ
作
取
-
一
ツ
テ
質
置
主
年
貢
諸
役
勤
候
分

.，-ー一一一一一一ー一一一ー、

証加賀質
人判ニ置
之取主
叱名侯
リ主モ過
ノ料
役地
儀面
取耳元
上上
過
料

享
保
二
年
極

一
隠
地
イ
タ
シ
侯
モ
ノ
中
追
放

一
田
畑
永
代
売
買
弁
致
問
地
侯
者
御
仕
置
之
事

一
国
畑
永
代
売
イ
タ
シ
候
モ
ノ
過
料
加
判
名
主
役
儀
取
上

一
何
回
貝
取
候
モ
ノ
永
代
売
之
田
畑
取
上
叱
リ

一
高
誇
鉱
山
v
之
開
発
新
田
畑
等
、
其
外
侍
等
所
持
之
田
畑
永
代
売
無
v
構

一
質
ニ
取
侯
そ
ノ
作
取
ニ
シ
テ
、
質
賃
主
年
貢
諸
役
勤
候
分
質
置
主
過
料

証
人
叱
リ

質
取
侯
者
地
面
取
上
過
料

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

加
判
名
主

役
儀
取
上

証
人

一
六
五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
六
六

叱
リ

一
隠
地
イ
タ
シ
候
モ
ノ

(1) 

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
禁
令
は
明
治
維
新
の
解
禁
に
い
た
る
ま
で
、
生
き
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

中
追
放

中
田
薫
博
士
は
『
徳
川
時
代
に
お
け
る
土
地
私
有
権
」

(
桧
制
史
論
集
二
巻
〉
の
な
か
で

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち、

『
徳
川
時
代
に
於
て
は
、
土
地
は
、
水
代
売
買
を
禁
止
さ
れ
た
る
が
故
に
、
私
人
の
所
有
に
属
せ
ず
と
の
説
が
、
今
日
尚
一
部
法
曹
家
の
間
に
行
は
る

る
は
、
予
の
甚
遺
憾
と
す
る
所
な
り
』
(
向
上
回
二
九
ペ
ー
ジ
)
:
:
・
:
:
「
去
れ
ば
或
国
或
時
代
に
於
て
、
一
つ
の
権
利
が
所
有
権
な
る
か
、
将
使
用

収
益
権
な
る
か
は
、
宣
し
く
其
国
時
代
の
法
制
を
基
磯
と
し
て
論
断
す
べ
き
問
題
に
し
て
、
他
国
若
く
は
他
時
代
の
絵
理
を
以
て
、
之
を
律
す
べ
き
に

あ
ら
さ
る
こ
と
多
一
マ
一
回
を
須
ひ
す
』
(
同
上
四
九
四
ペ

l
Jゾ〉

と
さ
れ
、
徳
川
期
に
お
け
る
土
地
所
有
権
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
中
田
去
博
士
は
徳
川
時
代
の
土
地
は
、
庶
民
(
農

-
ヱ
・
商
)
の
側
の
私
有
に
あ
る
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
大
石
慎
三
郎
氏
は

『
前
期
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
過
程
』

(
お
茶
の
水
害
一
房

一
九
五
八
年
六
月
)
で

こ
の
中
田
董
…
博
士
の
所
説
の
根
拠
を
つ
ぎ
の
六
点
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
ハ
門
町
屋
敷
は
町
人
の
完
全
な
私
有
で
あ
っ
て
売
買
譲
渡
の
白
由
が
完
全
に
存
す
る
事

。
拝
領
地
(
屋
敷
)
は
譲
渡
の
自
由
を
殆
ん
ど
奪
わ
れ
た
士
地
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
き
え
そ
れ
は
拝
借
地
で
も
御
領
り
地
で
も
な
く
、
ま
き
に
拝

領
者
が
永
代
所
待
ず
る
私
有
地
で
あ
る
、

同
徳
川
時
代
の
土
地
永
代
売
買
の
禁
令
は
田
畑
の
み
に
つ
い
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
す
べ
て
の
田
畑
に
対
し
て
適
用
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
ま
ず
川
高
請
し
て
い
な
い
新
聞
の
田
畑
同
高
請
で
あ
っ
て
も
浪
人
侍
な
ど
の
土
地
な
ど
は
そ
の
除
外
例
で
あ
り
、
従
っ
て
永
代
売

買
を
禁
止
さ
れ
た
の
は
高
請
の
あ
る
百
姓
持
田
畑
の
み
で
あ
る
。

制
高
請
の
あ
る
百
位
持
田
畑
と
い
え
ど
も
絶
対
に
譲
渡
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
と
は
い
え
、
ず

い
う
手
段
で
譲
渡
が
出
来
、
ま
た
伺
相
対
替
(
交
換
)
が
可
能
で
あ
っ
た
。

(イ)

年
季
売

(ロ)

本
物
返

ヤ守

質
流

な
ど
と



間
江
戸
時
代
の
証
文
法
令
の
な
か
に
「
地
主
の
百
姓
」
と
か
「
永
代
の
地
主
」
と
か
「
所
持
」
と
い
っ
た
一
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
一
一
品
業
は
百

姓
が
土
地
の
所
有
者
で
あ
り
地
主
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

内
寛
永
二

O
年
の
田
畑
永
代
売
買
禁
止
令
発
布
の
理
由
を
校
生
但
来
、
藤
田
幽
谷
な
ど
の
江
戸
時
代
の
経
済
学
者
、
ま
た
御
定
書
制
定
の
局
に
当

っ
た
将
卒
吉
宗
及
び
奉
行
の
一
言
葉
な
ど
か
ら
判
断
し
て
み
る
と
、
こ
の
法
令
は
決
し
て
士
地
が
国
有
(
領
主
有
)
だ
か
ら
と
い
う
見
解
か
ら
出
た
の
で

は
な
く
、
単
に
百
姓
、
が
容
易
に
田
畑
か
ら
離
れ
る
の
を
防
止
す
る
に
出
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
』
(
向
上
一
八
J
一
九
ペ
ー
ジ
)

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
間
薫
博
士
の
所
説
に
対
し
て
全
面
的
に
、

ま
た
完
全
な
形
で
反
論
を
加
え
、
領
主
土
地
所
有
説
を
展
開
し
た
の

が
金
井
日
叩
氏
の
『
徳
川
時
代
に
お
け
る
土
地
所
有
権
に
就
い
て
』

(
社
会
科
学

第
六
巻
一
号
)
で
あ
る
。
大
石
慎
三
郎
氏
は

『
前
期
封
建

的
土
地
所
有
の
解
体
過
程
』

(
御
茶
の
水
害
一
房

一
九
五
八
年
六
月
)

の
な
か
で
、

こ
の
金
井
田
町
民
の
主
張
の
要
点
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
ハ
円
封
建
社
会
は
「
土
地
が
猶
一
切
を
包
合
す
る
所
の
労
働
条
件
と
な
っ
て
い
る
経
済
」
で
あ
る
か
ら
、
「
百
姓
地
ζ

そ
は
封
建
社
会
の
木
来
的
要

素
で
あ
る
。
百
姓
地
に
於
て
所
有
権
が
何
処
に
存
し
た
か
と
い
う
問
題
が
解
さ
れ
て
始
め
て
、
屋
敷
に
於
け
る
所
有
権
及
び
何
故
に
其
処
に
於
て
は
、
氷

代
売
買
が
公
許
さ
れ
て
い
た
か
の
秘
密
に
達
し
得
る
の
で
あ
る
。
百
姓
地
と
屋
敷
と
を
土
地
一
般
と
し
て
取
扱
い
、
両
者
の
歴
史
的
な
本
質
的
相
違
を

証
認
吃
さ
る
こ
と
」
(
向
上
一

0
0ペ
ー
ジ
)
、
こ
の
中
に
中
田
氏
の
矛
盾
が
象
徴
き
れ
て
い
る
。

ω
永
代
売
買
を
禁
止
し
た
の
が
高
請
あ
る
百
姓
地
だ
け
で
あ
る
が
、
何
故
こ
れ
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
と
一
一
一
一
口
う
事
を
、
も
し
中
田
氏
が

疑
問
に
し
た
ら
封
建
地
代
の
問
題
に
ゆ
き
当
っ
た
だ
ろ
う
。
質
入
賞
流
が
許
さ
れ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
が
百
姓
の
私
有
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、

領
主
が
年
貢
上
納
を
(
封
建
地
代
の
収
取
を
〉
消
極
的
に
確
保
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

同
「
封
建
社
会
の
本
質
的
要
素
は
一
に
封
建
諸
侯
に
於
け
る
土
地
所
有
と
そ
の
土
地
の
直
接
生
産
者
へ
の
配
賦
、
即
ち
農
奴
制
度
で
あ
る
。
故
に

我
々
に
と
っ
て
封
建
社
会
に
於
て
何
人
に
土
地
所
有
権
が
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
徳
川
時
代
が
封
建
社
会
で
あ
る
と
い
う
規
定
の
中
に
必
然
的
に

準
備
さ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
土
地
所
有
権
な
く
用
益
権
の
み
与
え
ら
れ
て
い
る
自
営
農
民
の
存
在
こ
そ
、
封
建
社
会
の
基
磯
を
な
す
も
の
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
武
士
階
級
の
手
に
土
地
所
有
権
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
農
民
の
生
活
す
ら
脅
か
す
如
き
封
建
的
搾
取
で
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
農
民
に

土
地
所
有
権
が
あ
り
、
武
士
階
級
に
土
地
所
有
権
な
く
し
て
如
何
に
し
て
、
封
建
社
会
が
存
在
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
L

』
(
向
上
一

O
六
ペ
ー
ジ
)

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
六
七



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
六
八

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
田
畑
永
代
売
買
禁
止
は
ど
う
い
う
法
的
意
味
を
も
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
叙
述
に
よ
っ
て
解
る
よ
う
に
、

一
方
で
は

土
地
の
私
有
を
否
定
す
る
も
の
だ
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
を
と
っ
て
も
現
実
の
土
地
関
係
に
と
っ
て
は
、
藩
主
の
領
有
と
百
姓

の
私
有
と
は
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
な
い
。
徳
川
封
建
法
の
も
と
で
は
農
民
の
土
地
に
対
す
る
支
配
(
利
用
)
は
、
領
有

制
の
も
と
で
規
制
さ
れ
法
認
ぎ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
土
地
に
対
す
る
封
建
領
主
と
農
民
と
の
関
係
は
、
具
体
的
な
農
業
生
産
の
も
つ

社
会
・
経
済
的
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
具
体
的
な
考
察
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
社
会
・
経
済
的
条
件
の
差

具
に
も
と
ず
い
て
、
種
々
雑
多
な
土
地
関
係
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
領
主
H

農
氏
と
い
う
悶
係
と
し
て
の

(
2〉

形
態
を
と
っ
て
、
現
象
し
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
じ
そ
こ
で
は
領
主
H

地
主

u
小
作
人
と
い
う
関
係
で
現
象
す
る
こ
と
も
あ
る
Q

し
か

し
、
た
と
え
領
主
H
地
主
H
小
作
人
と
い
う
社
会
的
関
係
を
と
っ
て
、

土
地
関
係
が
現
象
し
て
い
る
と
し
て
も
領
主
の
年
貢
収
得
と
い
う

社
会
関
係
に
お
い
て
は
、
領
主
H
小
作
人
の
関
係
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
場
合
地
主
の
介
在
は
小
作
人
に
と
っ
て
、

二
重
の
搾
取
を
も
た

ら
す
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
従
っ
て

こ
こ
で
は
慎
主
H
農
民
と
い
う
基
本
的
な
形
態
に
お
い
て
、
土
地
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
に
し

R

-

、。

φ
L
U
t
L
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領
主
制
の
も
と
で
は
近
代
法
の
も
と
で
把
え
ら
れ
る
地
主
H
小
作
人
の
関
係
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
近
代
的
所
有
権
と
い
う
法
的
概
念
に

よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
土
地
所
有
権
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
な
い
己
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
ば
農
民
自
身
は
封
建
領

主
の
も
と
に
隷
属
を
強
制
さ
れ
、

そ
こ
に
は
自
由
な
法
主
体
と
し
て
領
主
H

農
民
の
関
係
と
し
て
は
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
、
領
主
の
も
と
で
の
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
は
領
主
が
土
地
か
ら
年
貢
(
剰
余
労
働
部
分
)
を
収
得
す
る
と
い
う
地
位
が

保
障
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、

こ
う
し
た
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
り
直
接
生
産
者
で
あ
る



農
民
の
用
益
権
(
耕
作
権
)
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
象
的
に
み
れ
ば
、
領
主
の
年
買
収
得
権
と
農
民
の
用
益
権
は
、
同
一

の

土

地
の
上
に
重
り
合
っ
た
も
の
と
し
て
映
ず
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
の
法
的
関
係
は
収
得
権
に
用
益
権
が
従
属
す
る
と
い
う

基
本
的
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
領
主
制
の
も
と
で
の
土
地
関
係
は

」
う
し
た
支
配
形
態
を
本
質
的
な
性
格
と
な
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
一
の
土
地
に
対
し
て
領
主
と
農
民
と
の
重
畳
的
支
配
関
係
を
も
っ
現
象
形
態
は
、
封
建
領
主
の
収
得
権
自
体
が
、
農
民
の

用
益
権
(
耕
作
権
〉
の
行
使
に
よ
っ
て
満
足
さ
れ
、

そ
の
社
会
的
機
能
を
発
揮
で
き
る
と
い
う
、
現
実
の
農
業
生
産
に
お
け
る
経
済
的
関

係
が
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
収
得
権
自
体
の
た
め
に
は
、
領
主
H

地
主
H

小
作
人
の
社
会
的
関
係
が
、
農
業
生
産
力
の

発
展
の
お
く
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
歴
史
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
に
よ
っ
て
、

土
一
一
蒙
的
地
主
を
介
在
さ
せ
て
剰
余
労
働
部
分
の

収
奪
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
土
地
関
係
は
農
業
生
産
力
の
発
展
し
た
地
域
で
の
領
主
H
地
主
H
小
作
人
と

い
う
関
係
を
と
っ
て
現
象
し
、
そ
れ
が
法
的
に
も
承
認
さ
れ
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
農
民
の
土
地
に
対
す
る
関
係
|
|

耕
作
権

!
iは
領
主
と
地
主
と
の
二
重
の
制
約
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

か
か
る
場
合
の
土
地
関
係
は
同
一
の
土
地
に
対
す

る
二
重
の
支
配
関
係
と
し
て
し
め
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

か
か
る
事
実
ほ
土
地
に
対
す
る
所
有
関
係
が
歴
史
的
な
社
会
・
経
務
的
条
件
に

よ
っ
て
規
制
き
れ
、
そ
こ
か
ら
所
有
関
係
の
本
質
が
導
き
だ
き
れ
る
こ
と
。
こ
の
意
味
で
所
有
権
は
歴
史
的
な
も
の
と
す
る
理
解
が
妥
当

す
る
わ
け
で
あ
る
。

近
代
法
の
も
と
で
土
地
所
有
権
を
把
握
す
る
前
提
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
土
地
所
有
権
者
は
土
地
所
有
権
の
法
的
機
能
を
通
じ

て
直
接
に
土
地
所
有
権
の
内
容
(
利
益
)
を
実
現
で
き
る
と
す
る
法
的
構
成
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
代
法
成
立
の

一
般
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
|
|
資
本
主
義
生
産
関
係
ー
ー
を
法
的
に
反
映
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
前
提
に
た
っ
て
唯
一
の
支

配
権
が
同
一
の
土
地
に
対
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
法
的
承
認
が
一
般
的
に
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
封
建
社
会
の
土

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
六
九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一也
O

地
関
係
は
こ
の
近
代
的
土
地
所
有
権
の
も
つ
法
的
概
念
と
は
異
質
の
も
の
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

土
地
に
対
す

る
領
有
関
係
を
法
的
に
表
現
し
た
こ
の
支
配
関
係
を
土
地
に
対
し
て
領
主
か
農
民
か
の
い
ず
れ
が
真
実
の
所
有
権
者
で
あ
る
か
と
い
う
問

題
設
定
は
そ
れ
自
体
法
学
的
研
究
の
出
発
点
と
し
て
は
不
適
当
な
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
実
の
農
業
生
産
に
お
い
て
は
、

た
と
え
そ
れ
が
封
建
制
の
も
と
に
あ
っ
て
も
農
業
生
産
力
を
高
め
る
と
い
う
経
済
的
法
則
に
従
っ
て
、
具
体
的
な
土
地
に
対
す
る
支
配
関

係
の
内
容
を
変
化
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
、

理
論
的
に
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
法
的
形
態
で
実
現
さ

せ
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
研
究
を
出
発
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

農
地
に
対
す
る
永
代
売
買
は
一
六
四
三
年
(
寛
永
二
O
年
)
三
月
一

O
日
の
『
田
畑
ノ
永
代
売
買
禁
止
令
』
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、

こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
は
『
百
姓
持
若
く
は
村
持
の
田
地
の
高
請
田
畑
』
に
限
ら
れ
、
高
請
な
き
開
発
新
田
、
又

は
浪
人
・
侍
の
所
有
に
か
か
わ
る
も
の
は
仮
令
高
請
で
あ
っ
て
も
除
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
御
定
書
百
箇
条
『
田
畑
永
代
売
買
並
隠
地

致
侯
者
御
仕
置
之
事
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
京
・
大
阪
・
江
戸
の
市
街
地
の
宅
地
も
除
外
さ
れ
売
買
自
由
で
あ
る
。
ま
た
永

代
売
買
以
外
の
田
畑
所
有
権
の
移
転
は
、
見
所
・
取
上
・
上
り
等
の
法
規
に
よ
っ
て
、
或
は
年
季
売
・
本
物
返
・
質
流
・
相
対
替
・
由
緒

譲
・
寄
進
等
も
認
め
ら
れ
、
自
由
に
行
な
わ
れ
て
い
な

書
要
文
十
、
密
教
類
典
廿
八
)
に
は
、

二
ハ
六
六
年
(
寛
永
六
年
)
丙
午
一
一
月
一
一
日
の
『
御
勘
定
所
下
知
状
』

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

〆戸、

メLμ 

『

(

略

)
一
回
畑
、
水
代
ニ
不
v
可
v
致
一
一
売
買
一
、
屋
敷
舛
田
畑
質
物
-
一
一
旗
ケ
申
儀
有
ν
之
パ
、
名
主
五
人
組
手
形
-
一
加
判
仕
候
双
方
証
文
取
替
シ
持
可
v
申
候
、

預
ケ
申
候
屋
敷
日
畑
、
名
主
五
人
組
加
判
之
事
異
儀
申
ニ
物
オ
イ
テ
ハ
可
}
詐
来
一
、
勿
論
不
一
一
申
届
一
預
候
ハ
パ
其
者
ハ
不
v
及
ν
申
、
名
主
五
人
組

可
為
一
一
曲
事
一
、
又
領
リ
不
v
申
筈
之
田
地
預
リ
由
申
族
有
v
之
パ
、
名
主
五
人
組
オ
サ
へ
置
ニ
可
申
来
一
事
。

(
略
)



在
条
々
竪
可
ν
相
ニ
守
之
一
若
一
一
令
違
背
一
族
於
v
有
ν
之
者
、
或
死
罪
、
或
寵
舎
、
過
料
、
随
ユ
料
之
軽
重
一
念
度
可
一
一
申
付
一
者
也
。
』

と
な
し
て
い
一
勺
し
か
し
困
窮
し
た
畏
民
は
現
実
の
生
活
上
の
必
要
に
も
と
ず
い
て
、
農
地
を
頗
納
・
半
頼
納
と
い
う
名
称
の
も
と
に
、

外
形
的
に
は
質
物
と
し
て
、
地
価
を
高
く
し
、
質
流
れ
と
な
っ
た
こ
と
に
し
て
、
事
実
上
の
売
買
を
行
な
う
こ
と
を
な
し
て
い
た
。
こ
れ

ハ
6
〉

こ
の
額
納
・
半
頼
納
も
禁
止
し
た
。

は
永
代
売
買
禁
止
令
を
事
実
上
無
と
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
、

一
七
一
一
一
年
（
享
保
六
年
）
辛

丑
二
月
の
『
平
日
村
方
申
渡
可
レ
置
書
付
』

（
大
蔵
省
編
纂

日
本
財
政
経
済
史
料
巻
二
）
に
よ
る
と
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ

ち

『
（
略
）

一
回
畑
屋
敷
山
林
等
ニ
至
迄
、
永
代
売
買
一
切
御
停
止
之
事

事
一
頼
納
ト
申
名
付
、
回
畑
屋
敷
山
林
等
其
護
段
ヨ
リ
倍
金
ヲ
以
質
入
、
亦
年
季
売
之
積
－
一
致
シ
質
ニ
取
年
季
－
一
売
、
金
主
ハ
年
貢
役
不
－
一
相
勤

τ一

於
テ
ハ
、
右
質
－
一
入
亦
ハ
売
候
地
主
ヨ
リ
、
年
貢
役
等
相
勤
候
儀
堅
ク
御
停
止
之
事
。

一
質
ニ
入
候
田
畑
屋
敷
山
林
等
、
拾
ヶ
年
ヨ
リ
拾
五
ヶ
年
迄
之
年
季
－
一
相
極
メ
置
分
ハ
、
年
季
明
五
ヶ
年
之
内
－
一
テ
モ
可
一
語
出
二
亦
弐
三
年
之

季
ニ
テ
年
季
明
一
一
一
ヶ
年
ノ
内
ニ
訴
出
候
モ
可
v
及
ニ
沙
汰
↓
候
、
右
之
年
数
ヨ
り
過
候
ハ
パ
取
上
間
敷
候
、
証
文
二
年
季
限
無
v
之
、
金
子
有
合
次
第

可
二
請
返
一
由
之
質
地
ハ
、
其
年
号
（
期
乎
）
拾
ヶ
年
之
内
ユ
訴
出
侯
ハ
パ
可
v
及
ニ
沙
汰
一
候
但
、
自
今
以
後
一
一
質
地
之
年
季
拾
ヶ
年
ニ
可
一
一
相
照
一

事
附
リ
、
質
地
之
日
正
文
ニ
名
主
加
判
可
一
取
置
一
候
、
置
主
名
主
ハ
組
頭
年
寄
加
判
可
v
仕
候
、
右
加
判
無
v
之
質
地
ハ
取
上
間
敷
事

一
質
地
之
儀
再
質
ニ
入
侯
節
、
金
高
ヲ
増
質
－
一
取
間
敷
候
、
惣
而
質
地
ハ
共
所
並
之
直
段
ヨ
リ
、
倍
金
之
手
形
ニ
テ
貸
借
仕
間
敷
事

一
回
畑
屋
敷
山
林
等
売
買
ト
不
v
申
、
譲
ト
名
付
、
金
銭
ヲ
取
侯
而
譲
渡
シ
侯
儀
、
永
代
売
買
ト
同
罪
タ
ル
ベ
キ
事

（略）

右
之
通
村
々
百
姓
水
呑
等
ニ
迄
、
少
モ
無
♂
一
違
背
一
急
度
可
ニ
棺
守
一
者
也
。
』

但
、
年
季
限
之
売
買
ヱ
テ
モ
、
村
並
之
直
段
ヨ
リ
倍
金
一
一
テ
売
買
仕
ベ
カ
ヲ
ザ
ル

（
向
上

九
五
八
1
九
五
九
ペ
ー
ジ
）

と
な
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
七
一
一
一
年
（
享
保
六
年
）
の
二
月
の
「
村
々
へ
申
渡
候
書
付
」
（
大
蔵
省
編
纂

日
本
財
政
経
済
史
料
二
巻
）

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

七



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

七

に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
質
取
主
の
立
場
を
強
化
す
る
と
い
う
方
向
を
指
向
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
同
書
付
第
五
条
で
先

の
一
七
一
九
年
(
享
保
三
年
)
と
同
様
質
流
地
請
返
し
期
限
を
制
限
す
る
と
同
時
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
附
白
人
(
寸
以
後
は
質
地
之
年
季
拾
ヶ
年
に
可
相
限
事
」
と
質
入
年
季
を
十
ヶ
年
と
し
、
そ
れ
以
内
に
請
返
さ
な
い
と
流
地
に
す
る
こ
と
を
定
め
、

質
流
を
一
段
と
促
進
し
、
制
質
地
の
一
証
文
に
名
主
加
判
可
取
置
候
、
置
名
主
は
組
頭
年
寄
加
判
可
仕
侯
、
右
加
判
無
之
質
地
は
取
上
間
敷
事
』

(
向
上
九
五
七
J
九
六

0
ペ
ー
ジ
)

と
な
し
て
い
る
い
ま
た
一
七
二
三
年
(
享
保
八
年
)
笑
卯
八
月
に
は
、

」
の
質
地
証
文
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

す
な

わ
ち
、

「
一
回
畑
質
地
証
文
ニ
名
主
加
判
無
v
之
証
文
、
又
ハ
名
主
置
候
質
地
ハ
、
相
名
主
年
寄
組
頭
等
之
役
人
加
判
無
v
之
証
文
、
其
外
地
主
ヨ
リ
年
貢
諸

役
ヲ
勤
、
金
主
へ
年
貢
諸
役
ヲ
不
ν
勤
質
地
之
類
ハ
、
前
々
ヨ
リ
御
停
止
-
一
一
候
処
、
右
之
通
不
坪
成
証
文
ヲ
以
訴
出
候
モ
有
ν
之
問
、
弥
質
地
証
文
相
極

侯
節
入
念
、
右
礼
之
儀
無
v
之
様
可
ν
仕
旨
、
被
ニ
仰
渡
一
奉
畏
候
事

一
享
保
元
年
申
年
以
来
年
季
明
候
質
地
八
年
季
明
キ
拾
ヶ
年
過
訴
出
候
ハ
バ
御
取
上
ケ
無
レ
之
候
、
弁
金
子
有
合
次
第
可
ニ
受
返
一
回
目
証
文
-
一
有
之

質
地
ハ
、
質
入
之
年
ヨ
リ
拾
ヶ
年
過
訴
出
候
ハ
パ
御
取
上
佐
子
之
旨
被
一
両
渡
一
奉
畏
候
事
。
』
(
大
蔵
省
編
纂
日
本
財
政
経
済
史
料
第
二
巻
財
政
経

済
学
会
一
九
二
二
年
七
月
九
六
一
一
ペ
ー
ジ
)

と
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
徳
川
時
代
の
田
制
租
法
を
始
め
、
其
他
経
済
上
の
慣
例
・
取
扱
法
を
網
羅
記
録
し
た
『
地
方
凡
例
録
』
(
滝
本
誠

日
本
経
済
大
典
第
四
三
巻
)
に
よ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

コ

頼

納

之

事

付

半

頼

納

田
畑
質
入
ノ
節
、
通
例
ノ
質
金
ヨ
リ
金
高
余
計
ニ
借
請
、
其
代
リ
田
畑
ハ
銀
主
手
作
イ
タ
シ
、
年
一
只
諸
役
ハ
地
主
相
勤
候
ヲ
頼
納
上
広
、
銀
主
ハ
作

取
ニ
致
事
ユ
ェ
、
貞
享
四
卯
年
ヨ
リ
御
停
止
成
、
モ
ジ
出
入
及
タ
ル
時
ハ
地
主
重
キ
過
料
、
質
-
一
取
タ
ル
者
ハ
地
面
取
上
ゲ
、
過
料
加
判
ノ
名
主
役
儀

取
放
、
証
人
叱
リ
ノ
御
定
法
ト
イ
フ
也

一
半
頼
納
ト
云
ハ
、
田
畑
質
入
ノ
セ
ツ
、
銀
ダ
カ
少
ク
カ
リ
ウ
ヶ
、
地
主
致
一
一
直
小
作
六
年
貢
ハ
銀
方
ヨ
リ
ヲ
サ
メ
、
諸
役
ハ
地
主
シ
相
勤
ル
ヲ



半
額
ヲ
サ
メ
ト
云
、
頼
ヲ
サ
メ
同
然
御
禁
制
ナ
リ
、
若
及
一
一
出
入
一
タ
ル
セ
ツ
ハ
地
主
シ
谷
、
銀
方
弁
加
判
ノ
名
主
過
料
、
年
季
内
ナ
レ
パ
定
法
適
証
文

仕
直
サ
セ
、
年
季
明
レ
ハ
地
面
取
一
戻
一
サ
ス
ル
、
尤
年
季
ア
キ
二
ヶ
月
内
訴
出
レ
パ
右
ノ
通
二
ヶ
月
ス
キ
ナ
ラ
パ
流
地
申
付
ル
、
受
戻
テ
モ
流
地
-
一
成
リ

テ
モ
、
谷
ハ
右
ノ
通
也
。
』
(
向
上
第
四
三
巻
二

O
四
ペ
ー
ジ
)

と
な
し
て
い
匂
農
民
の
生
活
上
か
ら
生
じ
た
こ
う
し
た
事
実
を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
次
第
に
公
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
を
『
地
方
凡
例
録
」

(
第
四
巻
)
で
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
一
質
田
地
之
事
的
小
拾
帳
、
貸
金
売
掛

田
地
ハ
百
姓
永
代
ノ
家
督
タ
リ
ト
雄
、
貧
富
常
ナ
ラ
ズ
、
不
v
得
一
一
止
事
一
質
-
一
入
レ
其
用
ヲ
足
ノ
所
一
一
、
動
モ
ス
レ
パ
地
主
金
出
入
ニ
及
ピ
、
喧
キ

コ
ト
多
シ
、
質
地
ノ
品
モ
多
ク
出
入
ノ
取
捌
其
繁
多
ナ
レ
パ
、
其
ア
ラ
増
ヲ
シ
ル
ス
、
先
ヅ
質
田
畠
価
ノ
儀
、
其
村
前
々
ヨ
リ
ノ
通
法
有
ν
之
、
場
所

替
・
最
寄
替
・
知
行
渡
等
-
一
テ
郷
村
請
取
時
、
村
々
ヨ
リ
田
昌
上
中
下
ヲ
ワ
ヶ
、
質
入
定
直
段
帖
面
-
一
仕
立
、
役
所
へ
差
出
品
ツ
ス
ル
コ
ト
也
、
尤
村
々

ノ
貧
福
-
一
随
ヒ
、
団
地
ノ
勢
不
勢
モ
カ
ハ
ル
コ
ト
ュ
ェ
、
古
今
質
直
段
一
定
ナ
ラ
ズ
、
古
来
定
リ
タ
ル
直
段
ヨ
リ
当
時
ハ
高
下
ア
リ
、
畢
覚
居
村
他
邑

ト
モ
金
主
ハ
存
寄
ニ
テ
貸
遺
儀
故
、
定
直
段
ヲ
以
テ
取
ヤ
リ
致
儀
-
一
モ
無
ν
之
、
時
宜
-
一
随
ヒ
置
主
金
主
相
対
一
一
テ
極
ル
コ
ト
也
、
併
其
村
々
ニ
古
来

ヨ
リ
定
置
直
段
ヲ
以
通
法
一
一
立
オ
キ
、
夫
々
見
合
高
下
ヲ
論
シ
若
叉
何
ゾ
請
負
願
等
有
v
之
、
公
儀
地
頭
へ
質
田
畠
書
上
置
ニ
ハ
、
右
定
直
段
ヲ
以
積

立
金
高
三
応
ジ
、
反
別
書
出
ス
事
也
。
』
(
向
上
一
九
四
ペ
ー
ジ
)

『
一
質
地
証
文
通
法
ハ
、
端
書
一
一
質
地
一
証
文
書
キ
、
字
何
之
上
中
田
地
何
反
何
畝
何
歩
何
ケ
所
、
当
何
ノ
年
ヨ
リ
来
ル
何
ノ
年
迄
、
何
ヶ
年
季
-
一

相
定
質
地
-
一
入
、
金
子
幾
許
日
益
田
用
一
候
問
、
年
貢
諸
役
金
主
方
ニ
テ
相
勤
、
年
季
明
ケ
元
金
致
-
早
返
済
一
候
パ
、
田
畠
可
一
一
請
戻
一
究
ニ
テ
、
年
号
ヲ
棺
認

証
人
相
立
、
名
主
加
判
致
、
宛
所
証
文
差
出
、
金
子
借
受
ル
、
若
反
別
多
証
文
一
二
筆
レ
限
認
ケ
レ
パ
、
証
文
面
ハ
合
反
別
何
町
幾
歩
ト
イ
タ
シ
、
別

帳
ニ
水
帖
カ
名
前
帖
通
、
一
筆
限
字
位
反
別
相
書
、
是
叉
置
主
持
主
印
形
-
一
テ
、
証
文
-
一
ソ
へ
差
出
、
是
ヲ
小
拾
帖
ト
云
、
勿
論
証
文
-
一
別
紙
小
拾
帳

添
候
条
認
メ
ル
、
右
ノ
外
年
季
一
一
不
v
限
、
金
子
有
合
次
第
可
一
一
請
戻
一
之
証
文
モ
ア
リ
、
叉
年
季
ア
キ
不
一
一
連
弔
問
戻
一
候
ハ
バ
、
可
ν
致
-
一
流
地
一
旨
之
証
文
モ

有
ν
之
也
。
』
(
同
上
一
九
四
ペ
ー
ジ
)

と
な
し
て
い
る
。

ま
た
土
地
書
入
を
な
す
に
は
名
主
の
加
判
を
必
要
と
し
た
。
そ
し
て
元
利
滞
っ
た
と
き
に
、
そ
の
抵
当
の
目
的
物
で
あ

る
土
地
を
負
債
主
に
引
渡
す
約
束
を
な
し
た
場
合
に
、

そ
の
土
地
を
耕
作
す
る
の
は
地
主
で
あ
る
か
小
作
人
で
あ
る
か
は
負
債
主
の
自
由

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

七



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

(
o
u
)
 

に
ま
か
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
地
方
凡
例
録
』

一
七
回

(
第
四
巻
)
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
一
書
入
田
地
之
事

右
ハ
質
地
ト
違
ヒ
、
金
子
借
用
イ
タ
ス
時
、
金
子
何
程
借
用
イ
タ
シ
、
当
何
ノ
月
ヨ
リ
何
月
迄
何
ホ
ド
ノ
利
足
ニ
デ
借
用
イ
タ
ツ
、
元
利
無
ν
滞
返

済
致
為
一
一
書
入
一
、
何
村
-
一
テ
所
持
ノ
田
昌
、
字
何
上
中
下
等
反
何
畝
何
歩
何
ケ
所
差
出
置
侯
、
若
返
済
ト
ド
カ
フ
リ
侯
パ
、
書
イ
レ
田
焔
可
一
一
相
渡
一
一
色

証
文
差
出
置
コ
ト
ナ
リ
、
質
地
一
一
ハ
無
レ
ド
モ
回
地
書
イ
レ
イ
タ
ス
ニ
ツ
キ
、
其
村
ノ
名
主

γ
加
印
致
ス
コ
ト
ナ
リ
、
カ
田
畑
ハ
地
主
方
ニ
テ
自
作
致

ト
モ
、
小
作
ニ
イ
ル
ル
ト
モ
勝
手
次
第
ナ
リ
、
質
イ
レ
置
タ
ル
田
地
ヵ
、
叉
ハ
外
へ
書
イ
レ
致
タ
ル
田
地
、
二
重
-
一
一
於
一
一
書
入
二
答
申
ツ
ケ
ル
、
金
主

方
ニ
テ
二
重
二
雷
イ
レ
ル
儀
乍
v
存
証
文
請
取
っ
是
叉
ト
ガ
メ
中
シ
付
ル
、
書
入
ノ
儀
ハ
府
民
地
エ
ハ
不
一
一
紹
受
一
、
例
ノ
借
金
通
取
計
ヨ
ト
ナ
リ
。
』

(
滝
本
誠
一
日
本
経
済
大
典
第
四
コ
一
巻
啓
明
社
一
九
三

O
年

四

月

二

Q
六
ペ
ー
ジ
)

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
質
取
主
の
立
場
の
強
化
|
|
流
質
の
公
認
ー
ー
は
『
分
限
宣
し
き
も
の
」
や
『
町
人
』
の
手
に
田
畑
の
集
積
す

る
こ
と
を
導
き
、
結
局
田
畑
永
代
売
買
禁
止
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
上
こ
れ
を
否
定
す
る
結
果
と
な
る
こ
と
に
な

る
。
こ
う
し
た
事
が
許
容
さ
れ
る
の
は
根
本
的
に
は
、
田
畑
永
代
売
買
の
禁
令
は
、
検
地
石
高
制
と
結
び
つ
い
て
隷
農
を
土
地
に
緊
縛
す

る
た
め
の
法
的
手
段
と
き
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
領
主
に
と
っ
て
は
農
民
が
年
貢
の
納
入
|
|
封
建
地
代
の
搾
取
1

1
ー
を
確
保
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
身
分
的
な
支
配
関
係
を
法
制
的
に
強
制
し
、
封
建
的
な
公
権
力
に
も
と
ず
く
強
制

i
l経
済
外
的
強
制
1
1
1

を
実
現
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
土
地
関
係
を
保
障
す
る
制
度
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
農
民
の
現
実
に
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
事
実
関
係
|
|
耕
作
権
ー
ー
を
法
的
に
保
護
し
て
い
る
の
は
、
年
貢
の
納
入
を
確

保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
農
民
の
窮
乏
が
は
な
は
だ
し
く
、
年
貢
の
納
付
が
困
難
と
な
る
と
、
農
民
の
耕
作
権
に
対
す
る
封

建
領
主
に
よ
る
法
的
保
護
も
弱
体
化
す
る
。
こ
れ
は
封
建
領
主
に
と
っ
て
は
農
民
の
耕
作
権
を
弱
体
化
し
て
も
、
年
貢
の
徴
収
が
確
保
で

(
日
)

き
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
耕
作
権
は
法
的
関
係
に
お
い
て
出
現
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

K
・
マ
ル
ク
ス
は

『
資
本

論
』
の
な
か
で
所
有
そ
の
も
の
は
生
産
自
体
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
実
現
す
る
こ
と
、

」
れ
は
所
有
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
生
産
の
諸
条
件



を
築
き
上
げ
る
た
め
の
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
所
有
権
が
自
分
の
も
の
と
し
て
の
生
産
諸
条
件
に
た
い
す
る
意
識
さ
れ
た
関
係
行
為
|
|
そ
し
て
こ
れ
は
個
々
人
に
か
ん
し
て
は
、
共
同
体
総
織

に
よ
っ
定
め
ら
れ
ま
た
規
範
と
し
て
公
布
さ
れ
、
か
つ
保
一
証
さ
れ
る
も
の
{
ー
に
す
ぎ
な
い
か
ぎ
り
、
し
た
が
っ
て
生
産
者
と
い
う
定
在
が
、
生
産
者

に
属
す
る
客
観
的
諸
条
件
に
お
け
る
一
定
在
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
所
有
は
生
産
自
体
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
。
現
実
的
な
領
有

は
、
こ
れ
ら
諸
条
件
に
た
い
す
る
、
思
念
さ
れ
た
交
渉
で
は
な
く
、
能
動
的
な
、
現
実
的
な
交
渉
|
|
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
諸
条
件
を
自
己
の
主
体
的

活
動
の
諸
条
件
と
し
て
現
実
に
措
定
す
る
こ
と
i
lで
、
は
じ
め
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
』
(
向
上
長
谷
部
文
雄
訳
青
木
書
庖
版
四
二
七

i
四
二
八

ペ
ー
ジ
)

と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
封
建
領
主
の
も
つ
土
地
に
対
す
る
領
有
権
は
直
接
生
産
者
で
あ
る
農
民
か
ら
年
貢
を
徴
収
す
る
、
地
位
を
保
障

す
る
。
領
有
権
は
年
貢
徴
収
を
実
現
す
る
権
限
の
源
泉
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
だ
か
ら
農
民
が
土
地
に
対
し
て
耕
作
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
領
主
の
も
つ
年
賀
徴
収
を
実
現
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
に
過
、
ぎ
な
か
っ
た
。
農
民
の
も
つ
耕
作
権
は
か

か
る
事
実
の
反
射
的
効
果
と
し
て
現
象
し
た
も
の
に
す
、
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
農
民
の
現
実
生
活
に
お
い
て
は
領
主
に
対
す
る
年
貢
を
納
入
す

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
残
米
で
自
己
お
よ
び
家
族
員
の
生
活
を
維
持
し
、
農
業
再
生
産
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
い
う
意
味
で
耕
作
権
を
認

め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
農
民
の
耕
作
権
は
領
主
H

農
民
の
隷
属
関
係
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
制
作
権
自
体

が
法
的
保
護
を
う
け
る
と
い
う
近
代
法
的
な
権
利
関
係
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
封
建
領
主
の
領
有

権
が
土
地
に
対
す
る
処
分
権
を
留
保
す
る

l
lこ
れ
は
領
主
日
農
民
の
隷
属
関
係
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
ー
ー
ー
と
い
う
法

的
姿
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
農
民
に
と
っ
て
は
年
貢
を
納
入
し
て
い
る
限
り
、
領
主
日
農
民
関
係
は
維
持

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

か
か
る
農
業
生
産
に
お
い
て
は
土
地
に
対
す
る
耕
作
権
を
法
的
権
利
と
し
て
要
求
す
る
必
要
性
が
な
か

っ
た
。
農
民
に
と
っ
て
は
土
地
そ
の
も
の
が
農
産
物
の
生
産
に
必
要
な
生
産
手
段
と
し
て
意
識
さ
れ
は
し
た
が
、
領
主
の
年
貢
徴
収
権
の

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
七
五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
七
六

も
と
に
あ
る
土
地
に
対
し
て
追
加
的
価
値
を
投
下
し
、

土
地
自
体
の
経
済
的
価
値
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
意
欲
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

ば
私
的
土
地
所
有
権
が
法
認
さ
れ
て
い
れ
ば
、
農
民
が
土
地
に
対
し
て
追
加
的
価
値
を
投
下
し
、
農
業
生
産
力
を
増
大
さ
せ
れ
ば
、
自
己

が
そ
の
経
済
的
利
益
を
取
得
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
農
民
自
身
は
自
己
の
所
有
す
る
土
地
に
対
し
て
、

た
と
え
公
租
を
納
入
す
れ
ば
利
得

す
る
と
こ
ろ
の
な
い
廃
地
で
あ
っ
て
も
、
追
加
的
価
値
を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
力
を
増
大
し
う
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

こ
れ
を
他
人
に
無
償
で
譲
渡
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
は
土
地
に
対
す
る
支
配
が
農
民
の
私
的
利
益
を
保
証
す
る
。
私
的
土
地
所
有
権

の
法
認
は
か
か
る
農
民
の
意
識
を
強
固
に
す
る
。
従
っ
て
、
農
民
の
土
地
に
対
す
る
権
利
意
識
は
封
建
的
農
業
生
産
の
も
と
で
は
異
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
永
小
作
慣
行
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、

土
地
に
対
す
る
所
有
関
係
が
地
主
H

小
作
人
の
権
利
関
係

土
地
両
主
』
ま
た
は
『
一
物
二
主
』
と
い
う
こ
と
が
存
在
し
え
た
の
で
あ
る
。

を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

こ
う
し
て
土
地
に
対
す
る
領
有
関
係
は
年
貢
の
徴
収
を
媒
介
環
と
し
て
領
主
的
所
有
(
地
主
的
所
有
)
リ
農
民
的
所
有
が
相
互
に
移
行

し
う
る
と
い
う
一
般
的
条
件
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
私
的
土
地
所
有
の
法
的
確
認
が
地
主
的
所
有
と
し
て
か
農
民
的
所
有
で
あ
る
か

は
、
年
貢
の
確
保
H
現
実
の
耕
作
(
土
地
利
用
)
の
確
保
で
あ
る
限
り
、
地
主
に
と
っ
て
も
農
民
に
と
っ
て
も
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
が
租
税
制
度
を
絶
対
主
義
的
天
皇
制
の
確
定
の
物
質
的
基
礎
と
し
て
、

日
本
資
本
主
義
発
展

の
条
件
確
保
の
た
め
に
、
地
主
的
所
有
権
の
確
立
と
い
う
方
向
で
私
的
土
地
所
有
権
が
法
認
さ
れ
た
の
に
対
し
、
農
民
の
抵
抗
が
起
ら
な

か
っ
た
こ
と
。
農
民
の
抵
抗
は
む
し
ろ
貢
租
軽
減
や
地
租
減
額
に
よ
る
小
作
料
の
引
上
げ
と
い
う
経
済
的
要
求
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
い
う

事
実
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
λ
六
七
年
(
慶
応
三
年
)
一

C
月
に
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
を
な
し
た
が
、
同
月
二
五
日
京

都
市
中
へ
の
制
札
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
徳
川
内
府
之
形
勢
ヲ
察
γ
政
権
ヲ
奉
帰
候
-
一
付
、
於
↓
一
朝
廷
一
万
機
、
御
裁
決
遊
候
一
一
付
一
ア
ハ
博
ク
天
下
之
公
儀
ヲ
取
り
、
偏
党
之
私
ナ
キ
ヲ
以
一
ア



衆
心
ト
休
威
ヲ
同
フ
シ
、
徳
川
温
先
制
度
美
事
兵
法
ハ
其
儒
御
変
克
無
v
之
国
円
被
仰
出
候
問
、
人
々
公
明
正
大
之
、
堅
意
ヲ
奉
戴
シ
各
安
心
シ
テ
立
ハ
実

業
ブ
営
ミ
候
様
可
仕
者
也
』

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
明
治
維
新
に
お
い
て
は
旧
幕
時
代
の
法
的
秩
序
を
一
応
存
続
さ
せ
、
そ
れ
を
新
ら
し
い
社
会
・
経
済
的
条
件
に

適
応
す
る
よ
う
に
変
革
し
て
、

し
だ
い
に
自
己
の
政
治
権
力
の
樹
立
に
役
立
た
し
め
る
と
い
う
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。
こ
れ
は
少
数
が

多
数
を
支
配
す
る
法
的
手
段
と
し
て
の
階
級
的
法
と
し
て
封
建
法
自
体
が
共
通
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明

治
初
年
に
お
け
る
法
源
は
幕
府
立
法
と
慣
習
法
を
改
廃
、
補
充
し
、
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
成
文
法
を
制
定
す
る
と
い
う
法

(
日
)

的
形
式
を
と
っ
亡
実
現
き
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
法
制
度
と
し
て
田
畑
、
水
代
売
買
の
禁
止
を
把
え
る
か
、
き
り
、
領
主
的
立
場
に
立
つ

た
封
建
的
土
地
立
法
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

だ
が
農
民
は
じ
ぶ
ん
自
身
の
現
実
の
生
活
を
維
持
す
る
必
要
の
た
め
に
、

こ
の
田
畑
永
代
売
買
の
禁
止
を
く
ぐ
っ
て
、

同
畑
永
代
売
買

を
実
現
す
る
。
こ
の
場
合
流
賞
と
い
う
法
形
式
を
利
用
し
、
流
地
に
対
す
る
小
作
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
な
土
地
移

転
を
完
了
す
る
。
こ
の
脱
法
的
な
田
畑
売
買
を
禁
止
す
る
た
め
に
、

一
七
二
一
年
(
享
保
六
年
)
一
一
一
月
に
は
『
流
質
禁
止
令
』
が
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
こ
う
し
た
行
為
が
い
か
に
普
偏
的
に
な
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
指
標
と
し
て
役
立
っ
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
『
流
質
禁
止
令
』
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
惣
て
百
性
、
質
田
地
年
季
出
別
ケ
己
後
金
子
済
方
相
滞
侯
儀
、
訴
出
候
得
は
、
只
今
、
迄
は
金
一
口
同
に
よ
り
、
五
六
十
円
七
八
十
日
之
日
切
申
付
候
て
、

一
度
之
日
切
に
不
相
済
候
得
は
、
流
地
に
申
付
、
日
延
一
一
は
不
申
付
候
、
是
は
江
一
戸
町
方
に
て
質
に
入
屋
敷
之
取
扱
之
格
に
相
准
し
、
日
延
に
不
為
致

候
、
然
共
地
方
之
儀
、
如
此
申
付
候
得
は
、
分
限
宣
き
も
の
は
質
流
之
問
地
大
分
取
集
、
又
は
田
地
連
々
町
人
等
え
手
に
入
候
様
に
成
候
、
白
地
永
代
売

御
制
禁
に
て
侠
処
、
お
の
つ
か
ら
百
姓
白
地
に
雄
候
事
は
、
永
代
売
同
然
之
儀
に
候
条
、
自
今
は
質
同
地
一
切
流
地
に
不
成
侯
様
、
只
今
迄
質
入
山
一
致

置
候
分
、
又
は
当
然
訴
出
候
て
出
入
ニ
成
侠
分
と
も
に
、
質
年
季
明
候
は
、
手
形
仕
直
さ
せ
、
小
作
年
貢
に
で
も
前
方
極
置
候
分
は
、
壱
割
半
之
利
積

之
外
は
金
子
損
失
に
い
た
し
、
只
今
迄
質
地
之
小
作
年
貢
滞
り
有
v
之
は
、
士
宮
割
半
之
利
金
積
を
以
元
金
之
内
え
加
入
、
其
後
は
無
利
之
済
山
朋
之
積

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
七
七



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
七
八

り
、
全
日
向
壱
割
半
宛
年
々
返
添
之
定
に
手
形
申
付
一
万
金
切
次
第
、
幾
年
退
候
て
も
地
主
之
相
返
し
候
様
に
可
v
致
候
、

伎
は
、
是
又
向
後
右
之
通
利
分
壱
割
半
之
積
り
に
改
ν
之
、
手
形
仕
直
さ
せ
可
ド
申
侯

一
質
地
之
裁
判
之
格
法
、
前
条
之
遇
比
皮
相
改
伎
-
一
付
、
五
ヶ
年
以
前
酉
年
以
来
限
之
訴
出
侯
分
は
、
只
今
迄
裁
許
を
以
流
地
に
成
来
候
分
に
て

も
、
当
然
一
元
金
不
残
差
出
し
、
田
地
請
戻
し
度
と
願
出
候
も
て
に
は
詩
良
さ
せ
可
申
侠
、
但
流
地
持
侯
者
之
方
に
て
、
田
地
分
配
い
た
し
置
、
叉
は
年

季
売
質
地
等
に
も
致
量
侯
分
は
、
其
慢
に
い
た
し
請
戻
さ
せ
ム
弔
問
敷
候
、
流
地
取
候
も
の
の
手
前
に
困
地
有
之
分
計
、
右
之
通
請
一
戻
一
さ
せ
倹
様
に
不
可

申
付
事
一
自
今
は
質
田
地
を
以
金
子
借
り
候
事
、
共
所
之
白
地
直
段
に
弐
割
引
之
積
を
以
、
手
形
に
名
主
、
庄
屋
、
組
頭
加
判
可
v
代
候
、
質
地
地
主
に

直
に
小
作
い
た
せ
候
と
い
ふ
と
も
、
向
後
は
小
作
之
年
貢
壱
割
半
之
利
積
を
以
、
小
作
入
上
け
可
相
極
候
、
是
よ
り
高
利
に
不
可
致
候
、
士
官
割
半
よ
り

利
安
に
貸
し
借
り
致
候
儀
は
相
対
次
第
た
る
へ
き
事
、
右
之
趣
、
堅
可
ニ
相
守
一
候
、
若
違
背
之
翠
あ
ら
ぽ
可
為
曲
事
也

享
保
六
丑
年
十
二
月
』
(
御
触
書
寛
保
集
成
二
六

O
四
号
)

い
ま
年
季
懸
有
之
分
共
-
一
一
品
出

と
な
し
た
。

し
か
し
興
業
生
産
へ
の
貨
幣
H

経
済
の
侵
透
官
、

こ
う
し
た
法
制
的
強
制
に
上
っ
て
回
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ

の
法
制
的
規
制
は
封
建
領
主
の
年
己
貝
(
剰
余
生
産
物
)
の
収
得
を
困
難
な
も
の
と
し
、

ま
し
て
封
建
領
主
の
た
え
ま
な
く
増
大
す
る
収
奪

へ
の
要
求
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
農
業
生
産
力
の
増
大
に
も
と
、
す
い
て
実
現
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

こ
の
『
流

質
禁
止
令
」
も
一
七
二
三
年
(
享
保
八
年
)
八
月
に
結
局
撤
回
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

『
一
去
々
丑
久
、
、
中
相
触
質
地
之
類
、
流
地
に
不
成
裁
判
有
之
候
処
、
右
之
通
に
て
も
質
地
請
返
し
候
事
も
成
兼
、

銀
之
貸
し
借
り
も
子
支
侯
由
相
関
之
伎
に
付
、
当
卯
九
月
よ
り
丑
年
以
前
之
通
取
捌
有
之
筈
ユ
侠
事

一
金
銀
不
致
返
弁
、
質
地
を
も
不
相
波
、
及
出
入
候
時
ハ
、
可
訴
出
儀
勿
論
に
候
得
共
、
年
久
敷
儀
は
取
上
無
之
候
問
、
一
百
十
保
一
万
申
年
以
前
之
出

入
ハ
訴
出
向
鋪
事

一
丑
年
以
来
当
卯
八
月
中
、
迄
、
奉
行
所
又
は
私
領
に
て
も
、
質
地
年
賦
に
詰
一
炭
し
候
裁
判
申
付
、
証
文
改
置
候
分
は
、
弥
其
通
に
可
相
心
得
候
、

然
共
此
相
対
を
以
質
流
し
に
致
候
共
、
勝
手
次
第
之
事
。
』

と
な
し
た
。
そ
し
て
一
七
四
四
年
(
延
喜
一
川
年
)
六
月
に
は
今
迄
の
田
畑
永
代
売
買
の
罰
則
を
改
定
し
大
は
ば
に
ゆ
る
め
た
。
す
な
わ
ち
、

却
て
迷
惑
致
候
者
有
v
之
、
金



『
一
回
畑
永
代
売
買
弁
致
隠
地
侯
者
御
仕
置
念
事

一
回
畑
、
氷
代
売
い
た
し
候
も
の
過
料
、
加
判
名
主
儀
役
取
上
、
証
人
叱
り

一
同
買
取
候
も
の
、
永
一
代
売
之
田
畑
取
上
叱
り

一
高
請
無
之
開
発
新
田
畑
等
共
外
浪
人
侍
所
持
之
田
畑
永
代
売
無
構

一
質
に
取
侯
も
の
作
取
に
し
て
質
置
主
年
貢
諸
役
勤
候
分
質
置
主
過
料
、
一
資
取
侯
者
地
面
取
上
過
料
加
判
名
主
役
儀
取
上
証
人
叱
り

一
隠
地
い
た
し
候
も
の
、
中
追
放
』
(
大
蔵
省
編
纂
日
本
財
政
経
済
史
料
第
二
巻
九
九
八
ペ
ー
ジ
)

と
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
実
は
農
業
生
産
に
お
け
る
商
品
H

貨
幣
経
済
の
侵
透
と
い
う
経
済
的
関
係
の
変
化
が
田
畑
永
代

売
員
の
禁
令
の
存
在
を
農
業
生
産
自
体
の
発
展
に
対
す
る
阻
害
要
因
と
な
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
事
実
に
お
い
て
は
、
こ
の
繋
令

は
有
名
無
実
の
も
の
と
し
て
い
た
が
、
法
制
的
に
み
れ
ば
、
禁
令
は
撤
廃
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
農
地
の
売
買
は
前
記
の
よ

う
な
迂
回
的
な
方
法
と
手
続
き
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
的
拘
束
を
う
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
他
方
農
民
に

と
っ
て
は
、

そ
の
土
地
に
対
す
る
耕
作
権
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
よ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
耕
作
農
民
に
と
っ
て
は
、
土
地

が
白
己
の
生
活
に
役
立
つ
限
り
、
土
地
に
対
す
る
現
実
的
な
耕
作
権
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
封
建
法
の
も
と
で
は
土
地
所

有
が
制
限
さ
れ
、

土
地
自
体
の
事
実
上
の
売
買
も
地
域
的
制
限
を
受
け
る
た
め
土
地
自
体
の
経
済
的
価
値
が
低
か
っ
た
。
従
っ
て
年
貢
を

支
払
う
と
残
り
は
殆
ん
ど
農
民
の
手
中
に
は
残
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
農
民
に
と
っ
て
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
な
廃
地
は
、
む
し

ろ
農
民
に
と
っ
て
は
所
有
し
な
い
こ
と
の
方
が
利
益
と
な
る
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
『
割
の
合
わ
ぬ
』
土
地
は
酒
を
つ
け
た
り
、
饗
食
し
た

〈
日
)

り
し
て
村
中
の
他
人
に
贈
与
す
る
こ
と
さ
え
行
な
わ
れ
た
。

以
上
が
徳
川
期
に
お
け
る
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
現
実
の
農
業
生
産
が
土
地
関
係
を
規
定
し
、
従
っ
て
法
制
的

な
意
味
を
も
っ
て
現
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
立
っ
て
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
土
地
に
対
す
る
法
的

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
七
九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

一
八

O

権
利
関
係
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
か
の
法
史
的
事
実
を
考
察
し
、

そ
れ
を
通
し
て
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
の
究
明
に
接

近
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

(

1

)

大
蔵
省
編
纂
日
本
財
政
経
済
史
料
第
二
巻
財
政
経
済
学
会
一
九
二
二
年
七
月
九
八
七

i
九
八
八
ペ
ー
ジ

(

2

)

水
木
浩
教
授
は
徳
川
封
建
社
会
の
末
期
に
お
け
る
土
地
所
有
関
係
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
適
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
明
治
の
土

地
改
革
前
の
わ
が
国
の
土
地
所
有
は
、
大
ま
か
に
い
え
ば
生
産
力
の
低
い
地
方
で
は
、
領
主
|
|
(
耕
作
)
農
民
、
生
産
力
の
高
い
地
方
で
は
、
領

主

l
i地
主
|
|
小
作
人
と
い
う
階
級
関
係
に
分
れ
て
い
た
こ
と
と
い
え
る
。
』
(
土
地
所
有
権
制
限
の
理
論
ジ
ュ
リ
ス
ト
蜘
三
七
二
八
一
九
六

七
年
六
月
一
五
日
号
〉
四

0
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
た
し
か
に
農
業
に
お
け
る
商
品
生
産
の
発
展
し
た
地
域
H
農
業
生
産
力
の

高
い
地
方
に
み
ら
れ
る
現
象
と
し
て
大
ま
か
に
い
え
る
。
し
か
し
現
実
に
お
い
て
は
農
業
生
産
の
も
つ
歴
史
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
に
も
と
ず
い

て
、
例
へ
農
業
生
産
力
の
発
展
し
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
も
領
主
|
|
地
主
|
|
小
作
人
(
隷
農
)
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら

土
地
関
係
に
お
け
る
こ
の
二
つ
の
型
を
農
業
生
産
力
の
発
展
と
結
び
つ
け
て
一
般
化
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
土
地
関
係
に
お
い
て
は
適
切
で
は
な
い

と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
吟
味
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
3
)

川
島
武
宣
教
授
は
『
日
本
人
の
法
意
識
』
(
岩
波
書
庖
一
九
六
七
年
五
月
)
の
な
か
で
、
『
近
代
以
前
の
社
会
で
は
、
土
地
・
山
林
・
原

野
・
河
川
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
物
の
」
性
質
・
効
用
に
応
じ
て
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
に
応
じ
て
、
限
定
さ
れ
た
異
る
内
容
の
権
利

が
成
立
し
た
の
で
あ
り
(
た
と
え
ば
耕
地
に
対
し
て
は
、

A
は
耕
作
す
る
権
利
と
そ
れ
に
伴
う
地
代
支
払
義
務
と
を
も
ち
、

B
は
耕
作
者
か
ら
地
代

を
と
る
権
利
を
も
っ
、
と
い
う
ふ
う
に
)
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
権
利
は
言
わ
ば
並
列
的
に
ひ
ろ
い
意
味
で
の
「
所
有
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
(
た
と

え
ば
地
代
徴
収
権
者
は
上
級
所
有
権

O
宮
5
ぽ
ロ
吉
田
或
は
直
接
所
有
権
合
B
E
E自
己
目
吋

2
E
B
を
も
ち
、
地
代
を
払
う
耕
作
権
者
は
下
級
所

有
権

C
E
R己
m
g
E
B
或
は
利
用
的
所
有
権
合
B
E
E
B
E口
問
を
も
っ
、
と
い
う
ふ
う
に
)
。
だ
か
ら
、
一
つ
の
物
の
上
に
重
畳
し
て
、
い
く

つ
も
の
所
有
権
が
成
立
し
え
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
現
代
の
「
私
的
所
有
権
」
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
一
つ
の
物
の
上
に
は
全
包
括
的
な

支
配
を
内
容
と
す
る
た
だ
一
つ
の
「
所
有
権
」
し
か
成
立
し
得
な
い
こ
と
と
対
比
す
る
と
き
、
き
わ
め
て
特
色
的
で
あ
る
。
』
(
同
上
六
四
J
六
五

ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
井
上
和
夫
藩
法
幕
府
法
と
維
新
法
(
下
)
厳
南
堂
一
九
四

O
年
七
月
参
照
中
田
薫

雑
誌
三
七
巻
六
号
本
庄
繁
次
郎
日
本
社
会
経
済
史
五
六

0
ペ
ー
ジ
、
五
六
五
ペ
ー
ジ

徳
川
時
代
一
一
於
ケ
ル
土
地
所
有
権

法
協



（5
）
大
蔵
省
編
纂
日
本
財
政
経
済
史
料
（
第
二
巻
）
財
政
経
済
学
会
一
九
二
二
年
七
月

（6
）
横
井
時
冬
日
本
不
動
産
沿
革
史
白
揚
社
一
九
二
六
年
九
月
一
一
一
一
九
ペ
ー
ジ

（7
）
大
石
慎
三
郎
前
期
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
過
程
御
茶
の
水
書
房
一
九
五
八
年
六
月
五
二
J
五
一
一
一
ペ
ー
ジ

（
8
）
こ
の
点
に
つ
い
て
横
井
時
冬
氏
は
『
日
本
不
動
産
沿
草
史
』
（
臼
揚
社
一
九
二
六
年
九
月
）
の
な
か
で
、
『
質
に
托
し
所
謂
る
流
質
と
な

し
℃
佑
却
寸
る
の
手
段
を
施
せ
し
を
以
て
民
間
典
質
盛
行
に
れ
好
詐
百
出
訴
訟
頗
る
多
し
然
り
而
し
て
朱
印
地
を
除
く
の
外
は
自
由
に
土
地
を
質
に

す
る
を
以
て
之
に
関
す
る
制
度
は
実
に
綴
密
に
似
た
り
と
蜂
叉
錯
雑
を
極
め
た
る
者
な
り
』
（
向
上
一
五
二
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（9
）
横
井
時
冬
日
本
不
動
産
沿
草
史
白
揚
社
一
九
二
六
年
九
月
一
五
六
ペ
ー
ジ

（
叩
）
大
石
慎
三
郎
前
期
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
過
程
お
茶
の
水
書
一
房
一
九
五
八
年
六
月
五
五
ペ
ー
ジ

（
日
）
木
村
荘
之
助
日
本
小
作
制
度
論
上
巻
叢
文
関
一
九
三
六
年
九
月
二

O
一。へ

l
ジ

（
ロ
）
高
橋
幸
八
郎
氏
は
『
市
民
革
命
の
構
造
』
の
な
か
で
、
『
農
民
の
土
地
H

「
農
民
的
土
地
所
有
」
と
い
う
歴
史
家
の
用
語
は
特
殊
な
内
容
規

定
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
語
の
完
全
な
意
味
で
の
土
地
所
有
で
は
な
い
。
む
し
ろ
法
的
規
定
と
し
て
は
封
建
世
襲
的
の
農
民
的
土
地
保
有
と
い
わ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
は
封
建
領
主
の
所
謂
上
級
所
有
権
（
喝
さ
官
ぽ
芯

b
B
Z
S
F
。
ぽ
5
k
g
Z
B〉
が
行
使
さ
れ
て
お
り
、
従

っ
て
そ
の
土
地
を
保
有
す
る
農
民
に
は
封
建
地
代
支
払
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
農
民
は
こ
の
土
地
に
対
し
て
事
実
上
自
己
の
土
地

と
し
て
の
所
有
権
的
機
能
を
行
使
し
、
か
か
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
処
理
し
て
い
る
、
こ
う
い
っ
た
農
民
の
事
実
上
の
土
地
所
有
な
の
で
あ
る
。
』

（
向
上
四
一

1
四
二
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
日
）
福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
斐
閣
一
九
六
四
年
九
月
九
七
ペ
ー
ジ

（
H
）
小
野
武
夫
頴
農
村
社
会
史
論
議
厳
松
堂
書
店
一
九
四
一
年
五
月
一
六
一
一
一
l
一
六
四
ペ
ー
ジ

（
日
）
木
村
荘
之
助
日
本
小
作
制
度
論
上
巻
叢
文
間
一
九
三
六
年
九
月
四
五
六
ペ
ー
ジ

（
日
山
）
水
田
義
雄
西
欧
法
事
始
成
文
堂
一
九
六
七
年
四
月
一
九
一
一
一
ペ
ー
ジ

（
げ
）
明
一
例
農
村
社
会
史
論
議
厳
松
堂
書
店

九
三
二
ペ
ー
ジ

小
野
武
夫

一
九
四
一
年
五
月

一
六
一
二
ペ
ー
ジ

l
i以

下

次

号
－
－

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

八




